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上人開示

以
事
會
理‧

以
理
引
道 

農
曆
春
節
前
後
，
許
多
慈
濟
人
攜
家

帶
眷
回
精
舍
過
年
。
在
精
舍
繞
一
圈
，
可

以
發
現
很
有
法
的
味
道
，
到
處
熱
熱
鬧
鬧

的
，
大
家
互
相
交
流
，
無
不
都
是
以
事
會

理
，
以
理
引
道
。 

諸
如
有
人
揮
毫
寫
春
聯
，
春
聯
紙
裁

剪
下
的
零
碎
紙
張
，
有
人
巧
思
善
用
紙
張

剪
成
一
件
件
藝
術
品
，
並
在
現
場
說
法
，

讓
觀
看
的
人
懂
得
如
何
善
盡
資
源
。
又
如

環
保
站
的
志
工
們
愛
惜
物
命
，
用
心
回

收
、
整
理
被
丟
棄
的
物
資
，
向
人
展
示
怎

麼
加
以
再
製
。
可
見
日
常
生
活
的
各
種
物

資
，
如
何
應
用
、
愛
護
、
珍
惜
，
都
能
啟

發
人
體
會
道
理
。 

倘
若
人
人
懂
得
惜
福
愛
物
、
延
長
物

命
，
不
常
汰
舊
換
新
，
就
不
會
有
大
量
被

丟
棄
的
垃
圾
，
也
能
節
省
花
費
行
善
助

人
。
想
想
，
人
的
生
活
離
不
開
吃
、
穿
、

住
。
有
五
穀
雜
糧
吃
，
有
水
可
喝
，
能
維

持
身
體
健
康
；
有
保
暖
的
衣
物
，
有
牢
固

的
住
屋
，
甚
至
冬
天
能
開
暖
氣
，
夏
天
有

冷
氣
，
這
樣
的
生
活
很
有
福
，
我
們
要

知
福
、
惜
福
，
也
要
為
人
群
造
福
。 

福
是
從
日
常
點
滴
累
積
，
如
果
每
天

能
減
少
一
點
花
費
，
省
下
的
銅
板
匯
聚
成

愛
的
大
能
量
，
像
是
回
歸
五
十
多
年
前
慈

濟
竹
筒
歲
月
的
精
神
，
就
可
以
幫
助
很
多

人
，
做
很
多
善
事
。 

譬
如
在
約
旦
，
長
久
以
來
有
一
群
貝

都
因
人
，
住
在
簡
單
的
帳
篷
，
於
荒
漠
中

不
斷
逐
水
而
居
，
苦
於
無
處
可
長
住
久

安
。
今
年
冬
季
，
當
地
風
雪
又
特
別
大
，

冰
雪
融
化
在
土
裡
變
成
冰
泥
土
，
慈
濟
人

為
貝
都
因
人
發
放
物
資
時
，
發
現
許
多
孩

子
沒
有
鞋
子
穿
，
赤
腳
踏
在
地
上
都
凍
傷

了
，
於
是
趕
快
到
舊
鞋
商
店
，
收
購
二
手

鞋
發
給
孩
子
穿
。 

慈
濟
志
工
疼
惜
這
些
孩
子
在
冰
天

雪
地
的
困
苦
，
儘
管
力
量
微
薄
，
最
重

要
的
是
願
意
身
體
力
行
，
懂
得
應
用
有
限

資
源
及
時
為
他
們
拔
苦
。
在
約
旦
的
資
源

很
少
，
但
是
當
地
慈
濟
人
不
僅
能
給
予
生

活
物
資
，
還
觀
察
到
對
方
迫
切
的
需
要
，

盡
其
所
能
，
很
快
為
孩
子
準
備
了
舊
鞋
穿

上
，
減
輕
踩
踏
冰
泥
土
地
的
寒
凍
，
這
就

是
人
間
菩
薩
的
智
慧
。 

許
多
人
的
常
識
、
意
識
總
是
偏
重
於

自
我
享
受
，
不
知
困
苦
人
的
難
以
維
生
，

亟
需
救
拔
。
因
此
，
菩
薩
入
人
群
就
是
要

募
心
，
啟
發
人
們
的
愛
心
；
多
一
分
善

能
少
一
分
惡
，
增
一
分
清
淨
能
減
一
分
無

明
，
這
就
是
牽
引
。
透
過
行
善
付
出
愛

心
，
以
事
會
理
，
以
理
引
道
，
讓
愛
心

增
長
、
善
根
伸
長
，
慢
慢
接
引
人
們
走

上
菩
薩
道
，
此
即
入
群
度
化
眾
生
。

靜
思
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靜
思

旧
暦
の
正
月
前
後
は
、
多
く
の
慈
濟
人

が
家
族
を
伴
い
、
静
思
精
舎
で
新
年
を
迎

え
ま
し
た
。
精
舎
の
周
囲
に
は
仏
法
の
香

り
が
漂
い
、
ど
こ
も
大
変
賑
や
か
で
し
た
。

皆
が
お
互
い
に
交
流
し
あ
い
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
事
実
を
も
っ
て
真
理
を
会
得
し
、

真
理
を
も
っ
て
道
理
に
導
か
れ
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
人
は
春
聯
の
揮
毫
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
あ
る
人
は
、
裁
断
さ
れ
た
春
聯

の
色
紙
を
使
い
芸
術
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
場
で
、
見
学
者
は
い

か
に
資
源
を
う
ま
く
使
用
す
る
こ
と
が
分

か
る
よ
う
に
と
、
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
資
源
回
収
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
は
、
物
の
命
を
い
と
お
し
み
、
廃
棄

さ
れ
た
物
品
を
心
し
て
回
収
し
、
仕
分
け

を
し
て
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
か
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
に
使
う
さ
ま
ざ
ま
な
物

を
、
い
か
に
使
い
、
直
し
、
大
事
に
扱
い
、

大
切
に
用
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
道
理
を
体
得
で
き
る
よ
う
啓
発

さ
れ
る
の
で
す
。

も
し
人
々
が
物
を
い
と
お
し
み
、
物
の

命
を
伸
ば
す
こ
と
を
学
び
、
徒
に
古
い
物

を
新
し
い
物
に
取
り
換
え
る
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
、
大
量
の
ご
み
を
生
み
出
す
こ
と

も
な
く
、
費
用
も
節
約
で
き
る
し
、
善
行

を
通
じ
て
人
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
は
、
衣
食
住
が
必
ず
伴
う
も
の
で
す
。

五
穀
を
始
め
と
す
る
食
べ
物
が
あ
り
、
飲

め
る
水
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
体
の
健
康

が
維
持
さ
れ
ま
す
。
着
て
暖
か
い
衣
類
が

あ
り
、
住
む
の
に
堅
固
な
家
が
あ
っ
て
、

さ
ら
に
冬
は
暖
房
、
夏
は
冷
房
が
あ
れ
ば
、

暮
ら
し
は
と
て
も
幸
せ
な
も
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
幸
せ
を
知
り
、
幸
せ
を
い
と
お

し
む
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
た
め
に
幸

せ
を
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

幸
せ
は
ふ
だ
ん
か
ら
少
し
ず
つ
積
み

重
ね
て
い
く
も
の
で
す
。
も
し
毎
日
少
し

ず
つ
で
も
費
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

て
、
節
約
し
た
銅
貨
を
集
め
れ
ば
、
そ
れ

が
愛
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま

す
。
五
十
数
年
前
の
慈
濟
の
竹
筒
歳
月
の

精
神
に
帰
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
人

を
助
け
、
多
く
の
善
事
を
な
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
は
昔
か
ら
遊

牧
民
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
人
々
が
住
ん
で
い
ま

す
。
彼
ら
は
簡
単
な
テ
ン
ト
で
生
活
を
営

ん
で
い
ま
す
が
、
荒
野
の
中
で
た
え
ず
水

を
求
め
て
さ
ま
よ
い
、
安
心
し
て
長
期
に

暮
ら
せ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
が
悩
み
で
あ

り
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
、
現
地
の
風
雪

は
と
り
わ
け
て
深
刻
な
も
の
で
、
雪
や
氷

が
地
表
で
融
け
て
、
泥
土
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
慈
濟
人
は
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
人
々

の
た
め
に
物
資
配
布
を
行
っ
た
時
、
多
く

の
子
供
た
ち
が
靴
を
履
い
て
い
な
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
裸
足

で
地
面
を
歩
く
の
で
凍
傷
に
か
か
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
こ
で
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
た
だ
ち
に
古
靴
販
売
の
店
に
行
っ
て
、

古
靴
を
購
入
し
て
、
子
供
た
ち
に
履
か
せ

ま
し
た
。

慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
子
供
た
ち
が

雪
や
氷
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
姿
に
心
を

痛
め
ま
し
た
。
た
と
え
出
せ
る
力
は
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
全
力
を
尽
く
そ
う

と
す
る
意
気
込
み
が
最
も
大
切
で
す
。
そ

し
て
、
限
ら
れ
た
資
源
を
用
い
る
こ
と
で
、

た
だ
ち
に
彼
ら
の
苦
し
み
を
取
り
去
る
こ

と
を
学
ん
だ
の
で
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
は
資
源

が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
現
地
の
慈
濟
人
は

彼
ら
に
生
活
物
資
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
に
今
一
番
必
要
な
も
の
が
何
か

を
よ
く
観
察
し
て
発
見
し
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち

に
靴
を
履
か
せ
る
べ
く
す
ぐ
に
行
動
し
た

こ
と
で
、
冷
た
い
泥
濘
の
上
を
歩
く
苦
し

み
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
人
間
菩
薩
の
知
恵

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
人
々
の
常
識
や
考
え
方
は
い
つ

も
自
分
の
こ
と
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
、

困
難
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
知
ろ
う
と
せ
ず
、
ま
し
て
彼
ら
を

助
け
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

菩
薩
が
人
々
の
中
に
分
け
入
る
こ
と
は
、

人
々
の
心
を
寄
せ
合
っ
て
、
愛
の
心
を
啓

発
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
善
を

よ
り
多
く
な
す
こ
と
は
悪
を
そ
の
分
だ
け

少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
清
ら
か
さ
が

よ
り
多
く
な
れ
ば
無
明
は
そ
れ
だ
け
少
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
手
を
引
い
て
導
く

上人開示

訳
/
金
子
昭

事
実
を
も
っ
て
真
理
を
会
得
し

真
理
を
も
っ
て
道
理
に
導
く 

　
こ
と
な
の
で
す
。
善
を
行
い
、
愛
の
心
を

捧
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
事
実
を
も
っ
て

真
理
を
会
得
し
、
真
理
を
も
っ
て
道
理
に

導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
う
し
て

愛
の
心
は
増
大
し
、
善
の
根
は
よ
り
深
く

下
ろ
さ
れ
、
菩
薩
道
を
歩
む
人
々
が
だ
ん

だ
ん
と
導
か
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ
こ

そ
が
人
々
の
間
に
分
け
入
っ
て
、
衆
生
を

救
済
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
　

■ 現地の風雪は深刻で、子供たちは裸足で地面を歩くと凍傷になるため、

慈濟ボランティアが靴を購入して履かせる。　写真 / 慈濟本部提供
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表紙写真：

慈済日本支部の三回に渡る祈福感恩

会の開催で、延べ四百七十数名が

参加された。 二〇一八年を振り返

り、多き災難に見舞われたこの年に

代表される漢字の「災」が選られた。

災難を減らす為に菩薩道を呼びか

け、今年の祈福感恩会は百名に近

いボランティアが参加し、上人から

の祝福を受けた。写真 /李月鳳

社
區
活
動
（
地
域
レ
ポ
ー
ト
） 

15 
在
阪
華
僑
春
節
祭                                        

施
燕
雪·

孫
素
秋

日
本
慈
善
關
懷
（
日
本
慈
善
志
業
）

16 
莫
忘

3·

1
1
快
閃
演
唱
一
百
個
感
謝           

林
真
子·

陳
靜
慧

26 

3·

1
1
を
忘
れ
な
い  

     

と
び
だ
す
1
0
0
通
り
の
あ
り
が
と
う           

岩
村
益
典 

訳

志
工
身
影
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

18 
高
橋
鳳
英
以
愛
歡
喜
做
慈
濟 

林
淑
芬·

張
秀
民

人
文
推
廣
（
人
文
推
進
）      

20 
多
元
學
習
展
成
果 

陳
雅
琴

心
靈
點
滴
（
心
の
風
景
） 

28 
六
成
就
〈
十
功
德
品
〉
入
經
藏 

鄭
文
秀

日
程
表

 　　　　　　
七
、
八
月
日
程
表 

王
昆
京  

 

上
人
開
示
（
證
厳
法
師
の
教
え
）

01 

和
合
成
就
善
事 

 

釋
證
嚴

02 
力
を
合
わ
せ
れ
ば
善
事
は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
を
 

金
子
昭 

 

訳

 

 主
題
報
導
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

06 

日
本
分
會
祈
福
感
恩
會
活
動
報
導  

 

人
文
真
善
美

22 
日
本
分
會
祈
福
感
恩
会
活
動
レ
ポ
ー
ト 

 

鄭
文
秀 

 

訳        

10 
日
本
分
會
祈
福
感
恩
會
活
動
花
絮 

 

人
文
真
善
美

12 
關
西
祈
福
感
恩
會
 

 

施
燕
雪·

孫
素
秋

14 
親
子
攜
手
鳴
鐘
鼓 

歲
末
祝
福
法
入
心
 

      

黃
韻
璇

【日本慈濟世界】

ホームページ



主
題
報
導

ト
ピ
ッ
ク
ス

2

撰
文
/
慈
涓
・
張
秀
民
・
陳
雅
琴
・
河
村
吉
美 

第
一
場 

內
部
場

回
顧
二
〇
一
八
年
，
日
本
選

出
年
度
代
表
漢
字
是
﹁
災
﹂
字
，
對

慈
濟
而
言
是
由
災
難
中
付
出
，
在
覺

醒
中
鋪
好
菩
薩
道
，
邀
大
家
一
起
來

走
這
條
大
道
消
除
災
難
，
今
年
在
日

本
內
部
的
祈
福
感
恩
會
，
有
不
一
樣

的
氛
圍
。
近
百
位
志
工
齊
聚
一
堂
，

參
加
一
年
一
度
的
靈
山
法
會
，
並
領

取
來
自
上
人
福
慧
紅
包
的
祝
福
。

因
工
作
關
係
，
臨
時
取
消
到

台
灣
讓
上
人
親
手
授
證
的
何
基
義
，

今
日
由
執
行
長
代
為
別
上
慈
誠
證
。

二
〇
一
四
年
因
為
慈
誠
魏
國
斌
的
介

日
本
分
會

祈
福
感
恩
會
活
動
報
導
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再
造
福
！
接
引
更
多
的
人
來
上
這
條

大
法
船
，
是
我
的
心
願
。﹂

二
〇
一
三
年
由
台
灣
慈
誠
提

報
來
分
會
，
一
位
會
員
的
女
兒
嫁
到

日
本
，
由
於
病
苦
有
憂
鬱
傾
向
，
期

望
日
本
慈
濟
家
人
能
就
近
陪
伴
關

懷
。
當
時
的
協
力
組
長
潘
慈
芬
承
接

關
懷
，
而
那
位
女
兒
就
是
盧
靜
子
師

姊
，
在
志
工
們
長
期
關
懷
陪
伴
下
，

於
去
年
受
證
。
長
期
因
病
折
磨
，
腳

趾
的
小
趾
頭
長
出
一
種
罕
見
的
瘤
，

病
發
時
刺
痛
如
刀
割
，
令
她
幾
乎
崩

潰
，
醫
生
告
知
；﹁
無
法
痊
癒
，
只

能
靠
藥
物
控
制
，
要
有
長
期
與
它
相

處
的
心
理
準
備
。﹂
更
像
是
被
判
了

極
刑
，
陰
霾
從
此
籠
罩
。

志
工
們
接
續
關
懷
，
不
斷
地

想
辦
法
邀
她
參
加
活
動
，
教
她
上
大

愛
台
網
頁
看
上
人
說
法
後
，
她
從
此

愛
上
大
愛
台
，
讓
她
不
再
惶
恐
有

依
靠
。
漸
漸
地
在
分
會
活
動
中
，
都

可
見
靜
子
師
姊
身
體
力
行
的
身
影
，

神
情
也
由
剛
開
始
的
憔
悴
、
惶
恐

轉
為
平
和
、
沉
靜
。
病
症
雖
然
還

未
痊
癒
， 

但
她
知
道
已
找
到
藥
方

對
治
。
二
〇
一
四
年
在
大
家
的
鼓
勵

陪
伴
下
，
克
服
恐
懼
上
台
演
繹
︽
無

量
義
經‧

說
法
品
︾，
她
領
悟
了
一

切
由
心
造
，
並
決
定
要
學
習
經
文

裡
的
大
船
師
﹁
己
身
有
病
猶
渡
人
﹂

的
精
神
，
將
病
交
給
醫
生
，
將
心

交
給
菩
薩
，
以
上
人
的
法
當
依
靠
，

行
入
人
間
菩
薩
道
。

陳
金
發
師
兄
專
程
前
來
陪
伴
，

並
代
為
頒
發
﹁
福
慧
紅
包
﹂。
福
慧

紅
包
裡
，
有
著
上
人
對
弟
子
們
重
重

的
期
許
，
以
及
深
深
的
祝
福
，
其
意

義
深
遠
。 

今
年
的
福
慧
紅
包
是
以

﹁
佛
陀
問
病
圖
﹂
作
為
圖
案
，
期
待

人
人
像
佛
陀
一
樣
走
入
人
群
，
膚
慰

人
間
苦
難
。

第
二
場 

日
文
場

一
月
二
十
日
舉
辦
對
外
兩
埸

中
日
文
祈
福
感
恩
會
。
活
動
開
始
前

志
工
們
安
排
音
樂
演
奏
，
由
小
提
琴

與
鋼
琴
合
奏
3
．
1
1
的
復
興
樂
曲

〈
花
開
〉，
期
許
會
眾
們
在
悠
揚
悅
耳

紹
，
所
以
就
帶
小
孩
來
慈
濟
中
文
班

學
習
。
孩
子
在
慈
濟
學
習
後
有
明
顯

的
進
步
，
比
較
聽
話
懂
規
矩
。
在
與

其
他
志
工
們
互
動
學
習
的
過
程
中
，

發
現
志
工
們
十
分
親
切
和
善
。
他
反

省
自
己
是
性
格
比
較
急
的
人
，
待
人

處
事
方
面
也
欠
缺
思
慮
，
但
是
來
到

慈
濟
後
，
真
的
感
覺
有
被
提
升
了
。

二
〇
一
五
年
與
孩
子
入
經
藏
，
特
別

是
孩
子
改
變
了
，
讓
他
下
定
決
心
參

加
培
訓
，
加
入
志
工
行
列
。

新
受
證
委
員
盧
靜
子
分
享
受

證
感
言
：﹁
受
證
後
心
態
改
變
很
多
，

知
道
時
間
要
把
握
、
要
珍
惜
，
每
天

要
多
聞
法
、
傳
法
，
知
福
、
惜
福
、
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二
〇
一
九
年
一
月
十
三
日
至
二

十
日
，
慈
濟
日
本
分
會
共
舉
辦

了
三
場
祈
福
感
恩
會
，
約
四
百

七
十
多
名
貴
賓
與
會
眾
前
來
參

與
盛
會
。

■ 領取來自上人的祝福「福慧紅包」與結緣品。

攝影 /水谷瑞芳

■ 志工盧靜子走出陰霾，去年受證成為

委員。攝影 /李月鳳

■ 執行長代為別上慈誠證。攝影 / 李月鳳 ■ 虔誠祈禱，祝福天下太平。攝影 / 李月鳳



2

的
樂
曲
中
靜
心
。
各
界
貴
賓
齊
聚
，

虔
誠
唱
誦
《
開
經
偈
》，
由
鐘
鼓
齊

鳴
〈
勤
行
頌
〉，
開
啟
序
幕
。

﹁
二
〇
一
八
年
慈
濟
全
球
大
藏

經
﹂
影
片
，
見
證
來
自
全
球
志
工
過

去
一
年
的
慈
悲
腳
印
，
影
片
內
容
讓

現
場
會
眾
與
貴
賓
們
感
動
連
連
。

國
際
支
援N

G
O

團
體A

M
D
A

難

波
妙
女
士
分
享
：
第
一
次
來
參
加
，

看
了
今
天
的
影
片
，
了
解
慈
濟
有
廣

泛
的
活
動
，
看
到
大
家
為
了
要
把
證

嚴
法
師
的
理
念
推
動
給
更
多
人
知

道
，
所
做
的
活
動
打
動
了
她
的
心
。

志
工
請
教

A
M
D
A
 

和
慈
濟
的
活
動
有

何
不
同
時
，
她
回
應
說
：﹁
慈
濟
精

神
是
在
︽
法
華
經
︾
上
，
證
嚴
法
師

以
佛
陀
的
付
出
精
神
為
核
心
在
推
動

活
動
，A

M
D
A

是
以
互
助
為
核
心
，

這
一
點
讓
我
覺
得
有
共
同
點
。﹂
她

曾
經
與

A
M
D
A

的
代
表
去
過
花
蓮
，

參
訪
過
慈
濟
的
資
料
館
和
醫
院
，
她

覺
得
慈
濟
是
非
常
廣
闊
且
有
深
度
的

在
全
球
推
動
，
讓
她
覺
得
很
震
撼
。

今
天
看
了
慈
濟
的
報
告
後
，
她
期
許

12
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我
覺
得
真
的
是
非
常
棒
的
團
體
，
以

後
有
機
會
定
參
加
熱
食
發
放
。」
最

後
大
家
最
期
待
的
一
刻
，
是
領
福

慧
紅
包
，
接
受
上
人
的
福
慧
祝
福
，

並
一
起
虔
誠
為
天
下
無
災
無
難
虔
誠

祈
禱
！

第
三
場 

中
文
場

開
場
前
的
靜
心
音
樂
，
演
奏

新
年
組
曲
，
由
社
區
志
工
以
中
西
樂

器
合
奏
。
貴
賓
與
會
眾
們
虔
誠
合
十

齊
唱
《
開
經
偈
》
之
後
，
由
親
子
鐘

鼓
齊
鳴
〈
勤
行
頌
〉。

駐
日
代
表
處
領
務
組
何
仲
民

副
組
長
致
詞
：
﹁
領
務
組
跟
慈
濟
其

實
淵
源
很
深
，
首
先
感
恩
慈
濟
的

師
兄
姊
，
平
時
協
助
政
府
與
國
人

關
懷
一
些
急
難
救
助
的
工
作
。
今
天

這
個
會
叫
做
祈
福
感
恩
會
，
祈
福
，

為
國
家
或
為
世
界
祈
福
，
很
重
要
。

至
於
感
恩
，
我
覺
得
這
是
很
有
必

要
的
。
在
這
裡
生
活
過
得
去
，
能

吃
、
能
睡
、
能
走
、
能
動
，
我
們
應

該
要
感
恩
。
而
感
恩
最
好
的
方
式
，

就
是
把
這
些
恩
惠
跟
其
他
人
分
享
，

幫
助
需
要
幫
助
的
人
，
我
相
信
上
人

當
初
創
立
慈
濟
，
成
為
救
苦
救
難
的

慈
善
團
體
，
必
抱
著
這
樣
的
心
念
。﹂

他
有
感
而
發
地
分
享
最
近
處
理
的
一

個
案
例
：﹁
通
常
我
們
急
難
救
助
都

只
有
送
回
台
灣
而
已
，
可
是
慈
濟
還

考
慮
到
，
他
回
到
台
灣
，
怎
麼
樣
能

讓
他
生
活
，
真
的
非
常
不
簡
單
，
真

的
很
敬
佩
慈
濟
的
精
神
。﹂

入
經
藏
手
語
演
繹
︽
無
量
義

經
．
十
功
德
品
︾，
希
望
透
過
佛
法
，

喚
醒
良
知
並
藉
由
自
我
反
省
，
改
過

靜
思

可
以
再
深
度
的
陪
伴
和
支
援
災
民

們
。
還
說
以
後
假
如
有
機
會
可
以
一

起
合
作
。

﹁
佼
成
学
園
﹂
理
事
長
椎
名
啓

至
先
生
由
衷
地
說
，
今
天
在
影
片
中

看
到
慈
濟
人
的
身
影
在
世
界
很
多
地

方
，
以
慈
悲
的
心
在
加
油
，
特
別
感

受
到
的
是
，
在
台
灣
發
生
地
震
與
自

然
災
害
時
，
從
世
界
各
地
的
人
們
，

也
為
了
台
灣
人
努
力
支
援
著
，
特
別

是
看
見
小
孩
子
拿
出
他
少
少
的
零
用

錢
，
發
揮
小
小
的
力
量
來
支
援
，
讓

慈
悲
的
圈
圈
擴
散
至
全
世
界
，
像
這

樣
相
互
幫
助
的
樣
子
真
的
覺
得
很
感

動
，
他
謝
謝
大
家
，
他
也
會
加
油
。

﹁
厳
念
寺
﹂
菅
原
耀
先
生
凝
神

觀
看
慈
濟
全
球
大
藏
經
；
日
本
﹁
佛

國
土
會
﹂
増
田
璃
澄
女
士
則
深
受
感

動
頻
頻
拭
淚
。
中
文
班
家
長
馬
丁
先

生
第
一
次
與
太
太
前
來
參
加
感
恩

會
，
會
後
分
享
：「
我
們
家
有
三
個

小
孩
每
星
期
日
來
學
習
中
文
，
今
天

第
一
次
知
道
，
當
災
難
發
生
之
後
慈

濟
在
世
界
各
地
會
做
出
各
種
支
援
，
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去
除
習
氣
，
以
開
啟
人
人
悲
憫
之

心
。
上
人
的
祝
福
，
教
導
茹
素
愛
地

球
，
與
人
無
爭
則
人
安
，
與
事
無
爭

則
事
安
，
與
世
無
爭
則
世
安
。

每
一
個
人
都
會
拿
到
專
屬
自

己
的
紅
包
，
打
開
紅
包
時
，
會
看
到

一
句
靜
思
語
，
這
是
證
嚴
上
人
對
大

家
的
期
勉
。
會
眾
們
歡
喜
的
討
論

著
專
屬
自
己
的
﹁
靜
思
語
﹂
後
，

在
〈
祈
禱
﹀
音
樂
聲
中
全
場
虔
誠

祈
願
：
願
人
心
淨
化
、
社
會
祥
和
、

天
下
無
災
難
。

社
會
平
安
，
家
才
能
安
定
。

今
年
上
人
的
慈
示
是
：
感
恩
尊
重
生

命
愛
，
和
敬
無
諍
共
福
緣
！
在
這
福

慧
雙
修
的
慈
濟
道
場
，
全
體
志
工
在

各
自
崗
位
上
用
心
，
每
個
環
節
都
互

相
尊
重
補
位
，
只
有
招
更
多
菩
薩
來

身
體
力
行
，
才
能
消
除
災
難
。 

志
工

以
︿
圓
夢
﹀
做
為
今
天
的
終
曲
，
希

望
效
法
鑑
真
大
和
尚
的
精
神
，
不
畏

艱
險
在
日
本
圓
滿
慈
濟
菩
薩
道
。

1

23

4

■ 1 貴賓與會眾們虔誠合十齊唱《開經偈》。
      攝影 /李月鳳

■ 2 志工介紹「竹筒歲月」，會眾響應認養。

      攝影 /李淑娟

■ 3 會眾們歡喜的展示屬於自己的「福慧紅包」。

      攝影 /慈涓

■ 4 十功德品演繹。攝影 /水谷瑞芳

■ 5 會眾展現抄經成果。攝影 /李淑娟

5



主
題
報
導

ト
ピ
ッ
ク
ス

2

撰
文
/
慈
涓
・
張
秀
民
・
陳
雅
琴
・
河
村
吉
美 

日
本
分
會

祈
福
感
恩
會
活
動
花
絮

12

3

靜
思
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■ 仲皓謙同學愛心不落人後，

毫不猶豫地將媽媽給的獎勵

投入功德海。攝影 / 慈涓

祈
福
感
恩
會
活
動
結
束
後
，
在

四
樓
設
有
花
道
體
驗
、
茶
道
體
驗
、

抄
經
體
驗
等
社
區
活
動
。
不
但
是
為

了
接
引
會
眾
，
也
為
社
區
推
廣
教
育

撒
下
種
子
。

人
間
菩
薩 

大
招
生

王
僑
儀
跟
日
籍
先
生
是
新
婚
，

先
生
鼓
勵
她
插
一
盆
花
帶
回
家
，
因

此
前
來
參
加
花
道
體
驗
。
在
姿
文
老

師
指
導
下
，
插
出
喜
氣
洋
洋
的
花
果

籃
。
會
眾
們
競
相
體
驗
，
為
新
春
而

設
計
的
花
與
水
果
組
合
的
吉
祥
如
意

花
果
籃
，
大
家
都
稱
讚
別
出
心
裁
。

茶
道
體
驗
教
師
志
工
張
好
說
，

讓
會
眾
自
己
泡
茶
，
必
要
時
才
去
指

導
，
重
點
是
泡
靜
思
茶
，
以
茶
水
汲

取
法
水
。
而
抄
經
會
讓
心
慢
慢
沉
澱
，

體
驗
心
靈
的
靜
寂
。 

為
了
讓
日
本
的
會
眾
更
了
解
活

動
的
內
容
，
日
文
翻
譯
團
隊
、
日
籍

慈
誠
協
助
全
球
大
藏
經
之
日
譯
校

閱
。
委
員
師
姊
的
第
二
代
，
協
助
全

球
大
藏
經
及
日
本
分
會
大
藏
經
之
日

文
配
音
，
並
承
擔
中
日
語
司
儀
。 

布
置
組 

松
竹
迎
福

杉
山
麗
杏
師
姊
第
一
次
承
擔
祈

福
感
恩
會
的
布
置
，
請
來
她
的
插
花

老
師
今
村
草
玉
助
緣
，
並
告
知
要
利

用
回
收
的
門
松
跟
竹
子
布
置
，
平
時

在
環
保
方
面
就
很
用
心
的
老
師
一
口

答
應
。
老
師
分
享
新
春
插
花
的
意

涵
：
在
日
本
新
春
期
間
，
會
於
入
口

處
裝
飾
鮮
花
，
其
意
義
是
歡
迎
客
人

與
迎
接
幸
福
的
到
來
。
三
樓
佛
堂
是

大
家
瞻
仰
觀
音
菩
薩
的
地
方
，
老
師

特
別
布
置
了
一
大
缸
的
鮮
花
。
老
師

邊
插
花
邊
跟
花
對
話
，
不
一
會
兒
就

完
成
非
常
大
器
美
麗
的
花
。 

草
月
流
理
事
今
村
草
玉
老
師
笑

容
滿
面
誠
摯
表
示
，
從
開
始
教
插
花

的
時
候
，
就
想
要
跟
不
同
的
人
結
善

緣
，
以
及
回
饋
社
會
，
所
以
不
論
是

甚
麼
地
方
，
什
麼
人
來
邀
請
，
她
都

會
歡
喜
前
往
。
因
為
﹁
有
花
的
地
方

就
一
定
會
收
集
笑
容
，
那
些
笑
容
就

是
來
自
於
大
家
的
內
心
，
因
花
所
展

現
的
笑
容
，
就
是
最
大
的
回
饋
。
所

以
，
能
夠
在
這
裡
跟
大
家
一
起
插

花
，
真
的
很
幸
福
。﹂

經
藏
演
繹 

妙
法
妙
音

陳
詩
萍
老
師
與
先
生
帶
著
二
個

兒
子
仲
皓
謙
和
仲
宥
橋
一
起
參
加

〈
勤
行
頌
〉
演
繹
。
陳
詩
萍
本
是
國

小
老
師
，
十
年
前
嫁
至
日
本
。
在
台

灣
任
教
時
參
加
教
聯
會
，
她
覺
得
這

是
很
難
得
讓
孩
子
接
受
到
法
的
機

會
，
能
藉
此
機
會
學
習
定
住
心
性
跟

融
入
慈
濟
的
大
家
庭
。﹁
看
到
孩
子

們
，
尤
其
是
五
歲
的
宥
橋
，
最
後
沒

有
失
誤
又
自
信
的
呈
現
後
，
真
的
眼

淚
快
要
掉
下
來
。
真
的
像
上
人
所
說

的
：
不
要
小
看
自
己
，
人
有
無
限
的

可
能
。﹂中

文
班
的
皓
謙
同
學
原
本
與

媽
媽
約
定
，
每
考
一
科
一
百
分
，
可

得
獎
勵
日
幣
十
円
，
看
到
竹
筒
回
娘

家
區
大
家
踴
躍
護
持
，
於
是
將
昨
日

考
試
所
得
四
十
円
，
毫
不
猶
豫
地
投

入
功
德
海
。

於
去
年
八
月
底
開
始
練
習
，

參
加
入
經
藏
的
菩
薩
有
很
多
都
是

近
年
加
入
的
新
志
工
，
承
擔
教
學
的

志
工
為
藤
本
裕
子
及
吉
岡
絹
代
，
因

大
家
可
以
練
習
的
時
間
不
一
樣
，
所

以
吉
岡
絹
代
會
在
平
日
來
分
會
陪
伴

練
習
。

Y
u
r
i
a
n
a

是
印
尼
人
，
雖
不
懂

中
文
，
但
聽
音
樂
背
經
文
已
將
經
文

的
﹁
十
功
德
品
﹂
背
起
來
。
除
了
在

分
會
跟
著
志
工
用
心
學
習
外
，
也
利

用
工
作
之
餘
重
複
看
影
片
，
不
斷
的

練
習
。
笑
容
滿
面
的
山
田
美
芳
，
每

學
好
兩
行
經
文
再
學
習
動
作
，
重
複

的
方
法
再
繼
續
下
個
經
文
，
如
此
有

智
慧
的
入
經
藏
，
很
快
地
從
︽
無
量

義
經
．
十
功
德
品
︾
的
第
一
功
德
品

學
到
第
十
功
德
品
。

活
動
前
四
天
，
見
習
志
工
遠
藤

師
兄
高
齡
八
十
七
歲
的
父
親
突
然
往

生
，
他
感
恩
大
家
前
往
助
念
陪
伴
，

令
他
們
一
家
四
人
有
依
靠
。
原
本
擔

心
會
耽
誤
到
承
擔
的
工
作
，
因
緣
際

會
下
安
排
在
感
恩
會
前
一
天
的
十
九

日
火
化
。
同
修
的
吳
孟
儒
師
姊
感
恩

的
說
︰﹁
公
公
冥
冥
之
中
似
乎
在
叮

嚀
我
們
別
忘
了
該
做
的
事
情
，
所
以

我
們
也
決
定
參
加
一
月
二
十
日
的
祈

福
感
恩
會
，
願
此
功
德
迴
向
給
我
們

最
愛
的
父
親
。﹂

大
小
菩
薩 

溫
馨
分
享

仲
皓
謙
小
菩
薩
︵
註‥

小
朋
友
︶

分
享‥

﹁
媽
媽
是
人
文
教
室
的
老
師
，

問
我
要
不
要
參
加
，
我
說
好
。
每
天

跟
弟
弟
宥
橋
一
起
練
習
，
剛
開
始
覺

得
有
一
點
難
，
但
是
練
完
之
後
，
很

開
心
，
感
覺
就
是
，
我
成
功
了
一
件

事
，
多
會
了
一
件
事
。﹂

蔡
昕
佑
小
菩
薩
分
享‥

﹁
之
前

就
看
過
媽
媽
演
繹
〈
勤
行
頌
〉
印
象

深
刻
，
而
且
在
家
裡
常
聽
曲
子
，
媽

媽
也
會
教
導
，
所
以
學
習
上
不
覺
得

困
難
，
因
為
﹁
有
願
就
有
力
。﹂

江
紘
毅
小
菩
薩
分
享‥

﹁
阿
嬤

與
媽
媽
都
是
委
員
，
她
們
告
訴
我

的
。
剛
開
始
學
習
時
感
到
非
常
困

難
，
後
來
每
天
練
習
，
整
首
曲
子
就

會
背
了
。
最
大
的
收
穫
是
，
能
夠
跟

朋
友
一
起
演
奏
，
一
起
做
好
事
。﹂

尹
世
玲
女
士
分
享‥

﹁
我
有
三

個
感
想
，
第
一
個
是
很
開
心
能
夠
領

到
上
人
的
紅
包
，
非
常
的
殊
榮
。
第

二
個
是
我
非
常
的
感
動
，
尤
其
是
二

〇
一
八
年
全
球
慈
濟
人
的
大
藏
經
，

還
有
我
們
日
本
慈
濟
人
的
大
藏
經
，

讓
我
們
了
解
慈
濟
人
做
了
些
甚
麼
。

第
三
是
我
覺
得
很
慚
愧
，
每
次
都
覺

得
我
們
做
的
不
夠
多
。
我
還
有
一
個

希
望
，
希
望
我
們
日
本
的
華
僑
，
多

多
來
慈
濟
，
一
起
邁
向
菩
薩
路
。﹂

馬
來
西
亞
籍
莉
莉
女
士
分
享‥

﹁
第
一
次
參
加
祈
福
感
恩
會
，
讓
我

印
象
最
深
刻
的
就
是
慈
濟
所
做
的
一

切
，
在
有
災
難
的
地
方
，
大
家
面
對

困
難
的
時
候
，
能
看
到
一
線
希
望
，

我
相
信
這
個
世
界
需
要
慈
濟
，
需
要

有
良
心
的
人
做
善
事
，
特
別
是
日
本

需
要
慈
濟
，
來
讓
年
輕
人
了
解
尊
敬

這
兩
個
字
。﹂

■ 

1 

志
工
杉
山
麗
杏(

右)

邀
請
她
的
插

花
老
師
草
月
流
理
事
今
村
草
玉
女
士(

左)

前
來
助
緣
。
攝
影
/
慈
涓

■ 

2 

會
眾
們
參
加
花
道
體
驗
。

攝
影
/
水
谷
瑞
芳
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孫
素
秋

正
式
開
場
前
一
小
時
，
會
眾

已
提
早
到
達
，
熱
鬧
溫
馨
，
很
有
過

年
的
氣
氛
。
剛
受
證
的
真
鍋
慶
子
師

姊
與
幾
位
志
工
承
擔
香
積
，
歡
喜
結

善
緣
。
活
動
數
天
前
，
就
見
香
積
菩

薩
們
開
始
忙
碌
，
貼
心
的
為
大
家
準

備
著
各
式
家
鄉
口
味
餐
點
，
期
盼
在

這
寒
冷
的
天
氣
裡
，
為
早
到
的
會
眾

們
，
暖
心
又
暖
身
。

當
天
室
外
的
溫
度
只
有
三
度
，

男
眾
志
工
們
不
懼
怕
低
溫
，
在
車
站

的
出
口
和
每
個
轉
彎
街
口
，
引
導
會

眾
至
聯
絡
點
。
今
年
承
擔
道
路
引
導

的
陣
容
裡
，
有
位
新
加
入
的
志
工
，

他
是
凌
本
美
美
師
姊
的
兒
子
，
也
是

第
一
次
來
參
加
祈
福
感
恩
會
。
另
一

邊
，
生
活
組
志
工
在
門
口
為
會
眾
們

換
上
襪
套
，
貼
心
的
在
襪
套
內
貼
上

暖
暖
包
，
讓
會
眾
們
從
腳
底
暖
上
心

頭
。
活
動
由
東
京
與
大
阪
志
工
們

聯
手
演
繹
的
﹁
鐘
鼓
齊
鳴
、勤
行
頌
﹂

揭
開
序
幕
。

台
北
駐
大
阪
經
濟
文
化
辦
事

關
西
祈
福
感
恩
會

12

3

■ 1 ＮＰＯ法人釜ヶ崎支援機構代表山中秀俊先生，第一次參加祈福感恩

會，領取福慧紅包。攝影 /孫素秋

■ 2 台北駐大阪經濟文化辦事處李世丙處長第一次前來參加， 致詞感恩

慈濟人。攝影 /入佐芳登

■ 3 會眾們誠心祈福，祝福天下無災難。攝影 /木村功

不
起
的
事
。﹂

永
野
孝
男
也
第
一
次
參
加
祈

福
感
恩
會
，
他
分
享
感
動
：﹁
慈
濟

志
工
遵
循
證
嚴
上
人
的
指
導
，
以
宗

教
理
念
真
誠
為
苦
難
眾
生
付
出
，
很

令
人
讚
嘆
！
﹂
長
期
關
懷
戶
A
小
姐
，

今
日
帶
著
兒
女
一
起
來
參
加
祈
福
感

恩
會
。日

本
分
會
許
麗
香
執
行
長
讚

嘆
大
阪
志
工
們
的
成
長
：﹁
從
事
前

準
備
，
看
到
大
家
的
用
心
，
非
常
的

感
動
。
包
括
佈
置
、
茶
點
等
等
。
很

高
興
有
很
多
新
面
孔
進
來
，
感
受
到

很
多
的
希
望
。
看
到
西
城
區
街
友
關

懷
參
與
的
志
工
，
從
付
出
中
體
悟
，

終
於
進
來
慈
濟
道
場
。
也
看
到
政
府

官
員
一
起
來
參
與
，
可
知
志
工
們
平

日
的
用
心
付
出
。﹂
最
後
以
﹁
人
圓
、

事
圓
、
理
才
圓
﹂
的
靜
思
語
，
懇
切

勉
勵
志
工
。 

承
擔
這
次
活
動
窗
口
的
關
西

協
力
組
長
林
淑
芬
分
享
；﹁
無
論
遇

到
什
麼
困
難
，
都
要
用
感
恩
的
心

來
面
對
，
那
麼
就
能
圓
滿
解
決
。
﹂

三
年
前
父
親
生
病
需
要
有
人
照
顧
，

正
準
備
回
去
照
顧
父
親
時
， 
癌
症
找

上
她
。
化
療
期
間
父
親
也
往
生
了
，

淑
芬
師
姊
體
會
到
﹁
無
常
﹂
就
在

身
邊
，
父
親
的
往
生
讓
她
體
悟
，
因

此
決
定
，
只
要
她
的
身
體
可
以
，
一

定
要
把
握
任
何
付
出
的
機
會
。

神
戶
小
田
公
民
館
氣
功
班
的

學
員
小
國
三
鈴
與
高
村
滿
子
兩
位
日

籍
志
工
，
每
年
的
﹁
竹
筒
回
娘
家
﹂

募
心
募
愛
從
不
缺
席
。
而
氣
功
班
老

師
中
山
慧
珊
，
看
著
兩
位
日
籍
志
工

做
慈
濟
法
喜
充
滿
，
期
許
自
己
進
入

社
區
要
帶
出
更
多
學
員
走
入
慈
濟
。

在
溫
馨
茶
會
之
後
，
執
行
長

感
恩
大
家
合
和
互
協
，
辦
好
這
場
法

會
，
也
期
待
大
家
延
續
這
份
和
的
力

量
。
慈
濟
大
阪
聯
絡
點
的
祈
福
感
恩

會
，
場
地
雖
小
但
莊
嚴
而
溫
馨
，
眾

人
齊
心
為
天
下
祝
福
，
也
匯
聚
善

念
，
成
就
助
人
的
力
量
。

靜
思

處
李
世
丙
處
長
第
一
次
前
來
參
加
， 

他
表
示
：﹁
平
常
很
敬
佩
慈
濟
的
大

愛
精
神
，
進
入
慈
濟
道
場
，
覺
得
志

工
們
齊
心
協
力
井
然
有
序
，
整
個
會

場
很
莊
嚴
。 

感
恩
慈
濟
人
在
上
人
指

導
下
，
發
揮
人
溺
己
溺
精
神
，
除
了

協
助
大
阪
辦
事
處
從
事
急
難
救
助

的
工
作
以
外
，
還
有
監
獄
受
刑
者

關
懷
、
大
阪
街
友
煮
熱
食
、
夜
訪
、

國
際
救
援
的
志
工
服
務
等
等
，
每
個

關
懷
身
影
， 

令
人
感
動
，
深
深
打
動

我
的
心
。﹂

在
︿
無
量
法
門
﹀
的
音
樂
聲
中
，

會
眾
們
依
序
領
取
福
慧
紅
包
，
接
受

上
人
的
福
慧
祝
福
。
今
年
來
了
許
多

第
一
次
參
加
的
會
眾
，
其
中
一
位
是

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
釜
ヶ
崎
支
援
機
構
代
表

山
中
秀
俊
先
生
，
他
表
示
：﹁
總
以

為
您
們
只
是
幫
忙
街
友
們
煮
熱
食
而

已
，
但
是
看
了
影
片
才
知
道
，
只
要

有
災
難
的
地
方
， 

都
有
您
們
的
身

影
，
原
來
慈
濟
做
了
這
麼
多
事
，
很

感
動
。
慈
濟
不
為
己
的
精
神
，
一
起

構
築
起
那
份
緣
，
我
認
為
是
非
常
了
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關
西
地
區
一
年
一
度
的
﹁
祈
福
感
恩
會
﹂
於
一
月

二
十
七
日
舉
辦
，
志
工
們
每
個
環
節
都
用
心
籌
備
，

當
日
將
近
百
人
參
與
盛
會
。
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日
本
親
子
菩
提
鐘
鼓
班
由
去

年
十
月
開
始
練
習
，
為
了
今
年
一
月

份
的
歲
末
祝
福
︿
勤
行
頌
﹀
鐘
鼓
演

繹
做
準
備
。
團
隊
的
成
立
得
到
台
北

萬
華
親
子
鐘
鼓
班
的
很
多
經
驗
分

享
，
包
含
提
供
指
導
影
片
跟
人
文
課

程
的
導
入
。

教
學
種
子
老
師
陳
玲
韻
分
享

說
，
在
台
灣
看
到
小
菩
薩
無
邪
純
真

的
演
繹
後
印
象
深
刻
，
回
日
本
後
跟

志
工
們
討
論
，
大
家
決
定
一
起
帶
著

孩
子
組
成
團
隊
，
希
望
能
藉
活
動
一

起
共
識
共
行
，
也
希
望
孩
子
們
能

藉
此
因
緣
，
從
歌
曲
當
中
了
解
經
文

的
意
義
，
沉
澱
心
靈
，
成
為
小
小
傳

法
者
。在

正
式
開
班
前
，
團
隊
裡
有

些
只
是
一
般
志
工
，
並
不
瞭
解
︿
勤

行
頌
﹀
的
深
意
，
所
以
有
安
排
一
次

親
子
攜
手
鳴
鐘
鼓 

歲
末
祝
福
法
入
心

1

3

靜
思

共
識
形
成
課
程
，
讓
參
與
的
志
工
們

除
了
瞭
解
︿
勤
行
頌
﹀
的
歌
詞
外
，

也
能
了
解
慈
濟
的
菩
提
鐘
鼓
，
從

設
計
上
的
涵
義
就
包
含
很
多
細
節
：

外
緣
設
計
有
二
十
四
片
小
菩
提
葉
，

﹁
二
十
四
﹂
代
表
著
時
序
、
節
氣
，

象
徵
四
時
循
序
常
轉
，
風
調
雨
順
，

天
地
人
和
；
每
年
農
曆
三
月
二
十
四

日
也
是
全
球
慈
濟
周
年
慶
。
當
鐘
鼓

齊
鳴
時
，
就
是
提
醒
大
家
聞
鐘
聲
、

鼓
聲
時
，
人
人
把
握
分
秒
勤
付
出
。

第
一
次
的
練
習
大
家
都
很
生

澀
，
這
次
參
加
的
都
是
小
男
生
，
如

何
讓
他
們
靜
心
是
一
大
課
題
。
練
習

背
誦
︿
勤
行
頌
﹀
對
於
日
本
長
大
的

孩
子
們
也
有
難
度
，
必
須
將
歌
詞
用

漢
語
拼
音
標
出
，
每
次
練
習
時
不
斷

複
習
。
課
程
還
有
包
含
慈
濟
人
文
教

育
的
行
、
住
、
坐
、
食
四
威
儀
中
的

﹁
食
﹂
的
威
儀
，
還
有
小
志
工
守
則
，
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成
立
﹁
親
子
菩
提
鐘
鼓
班
﹂
是
希
望
讓
孩
子
們

能
藉
此
因
緣
，
從
歌
曲
當
中
了
解
經
文
的
意
義
，

沉
澱
心
靈
，
成
為
小
小
傳
法
者
。

經
過
實
際
練
習
，
希
望
能
融
入
生

活
，
成
為
懂
事
有
禮
的
小
菩
薩
。

小
志
工
在
練
習
過
程
中
，
最

可
貴
之
處
在
於
親
子
之
間
的
互
動
與

陪
伴
學
習
。
個
人
覺
得
，
在
一
次
次

練
習
演
繹
過
程
中
，
五
年
級
的
孩
子

能
學
到
藉
事
練
心
，
發
揮
專
注
力
與

耐
心
毅
力
，
就
能
練
得
越
來
越
好
，

是
書
本
上
學
不
到
的
經
驗
。

在
父
母
志
工
們
愛
的
陪
同
下
，

小
菩
薩
們
演
繹
鐘
鼓
齊
鳴
，
整
齊
賣

力
地
揮
動
鼓
棒
，
齊
聲
唱
頌
︿
勤
行

頌
﹀﹁…

…

隊
組
合
心
耕
福
田…
…

慧
根
深
植
菩
薩
道…

…

﹂
赤
子
之
心

的
歌
聲
，
伴
著
鐘
鼓
節
奏
聲
迴
盪
在

整
個
道
場
，
相
信
一
顆
顆
善
的
種

子
，
已
經
撒
在
每
個
孩
子
的
心
田
。

靜
思

在
阪
華
僑
春
節
祭

撰
文
/
施
燕
雪·

孫
素
秋  

攝
影
/
孫
素
秋

活
動
吸
引
了
將
近
五
千
名
會
眾

前
來
共
襄
盛
舉
，
除
了
台
灣
、
日
本
，

也
發
現
西
方
人
的
身
影
，
一
同
參
與

這
場
春
節
文
化
饗
宴
，
把
中
華
文
化

推
向
國
際
。

今
年
與
往
年
一
樣
，
在
鞭
炮
聲
、

大
鼓
及
舞
獅
表
演
中
揭
開
序
幕
。 

園
遊
會
設
有
很
多
攤
位
，
賣
的
全
都

是
來
自
台
灣
道
地
的
家
鄉
口
味
，  

讓

思
鄉
之
情
得
以
寄
託
。

大
阪
慈
濟
志
工
們
除
了
展
示
及

推
廣
慈
濟
文
物
，
還
有
攤
位
愛
心
義

賣
素
油
飯
及
草
仔
粿
。
同
時
每
年
都

認
養
整
個
活
動
會
場
的
環
保
，
包
括

垃
圾
清
理
及
洗
手
間
的
清
掃
等
工

作
。
活
動
開
始
前
，
志
工
們
彼
此
溫

馨
叮
嚀
與
注
意
事
項
。
慈
濟
攤
位
的

素
食
，
健
康
又
美
味
，
每
年
都
有
很

多
人
來
護
持
，
不
僅
現
場
買
來
吃
，

還
買
回
去
與
家
人
朋
友
分
享
，
所
以

很
快
就
賣
完
。
今
年
靜
思
文
物
旁
也

增
設
了
惜
福
區
，
希
望
提
高
環
保
愛

物
意
識
。

每
年
春
節
祭
這
天
，
志
工
程
田

忠
都
準
備
一
大
鍋
的
素
大
補
湯
給
志

工
們
補
氣
。
他
以
廚
師
的
一
念
悲

心
，
不
忍
志
工
們
在
這
麼
寒
冷
的

天
氣
，
一
整
天
做
環
保
。
希
望
志
工

們
在
付
出
的
同
時
，
也
能
顧
好
身
體
。

慈
濟
關
懷
戶
A
小
姐
特
地
帶
了
她
的

一
對
兒
女
來
做
環
保
，
她
說
這
是
她

第
一
次
來
慈
濟
回
饋
做
志
工
，
尤
其

是
帶
著
小
朋
友
一
起
做
，
她
要
用
身

教
來
讓
孩
子
從
小
學
習
著
去
付
出
。

當
春
節
祭
接
近
尾
聲
，
人
潮

漸
漸
散
去
時
，
慈
濟
志
工
兩
手
還
是

不
得
閒
， 

今
天
溫
度
雖
然
只
有
四

度
，
環
保
志
工
們
來
回
穿
梭
努
力
了

一
天
卻
是
滿
身
汗
水
，
為
了
還
給
中

華
學
校
一
個
乾
淨
的
校
園
和
愛
護
地

球
環
境
，
志
工
們
加
緊
腳
步
清
理
遊

客
遺
留
下
來
的
大
量
垃
圾
。

福
田
志
工
打
掃
有
數
千
人
進

進
出
出
的
廁
所
，
及
整
理
全
場
垃

圾
，
當
會
場
內
外
環
境
清
理
乾
淨

後
，
每
個
人
雖
身
累
，
心
卻
很
歡
喜

很
踏
實
。 

今
日
大
家
已
圓
滿
完
成
一
項

﹁
幸
福
任
務
﹄，
彼
此
互
相
祝
福
與
感

恩
，
期
待
來
年
再
相
見
。

2

1

■
1 

園
遊
會
中
販
賣
的
家
鄉
口
味
， 

讓
思
鄉
之
情
得
以
寄
託
。

■
2 

志
工
們
清
理
遊
客
遺
留
下
來
的

大
量
垃
圾
。

一
年
一
次
由
大
阪
中
華
總
會
主
辦
的
﹁
在
阪
華
僑
春
節
祭
﹂，

在
大
阪
中
華
學
校
熱
鬧
登
場
。
今
年
是
第
十
九
年
的
﹁
大
阪

春
節
祭
﹂，
讓
日
本
的
華
僑
及
遊
子
，
身
處
異
鄉
時
，
可
以
感

受
到
濃
濃
的
農
曆
年
節
氣
氛
。

社
區
活
動

地
域
レ
ポ
ー
ト
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東
松
島
市
3
．
1
1
受
災
後 

保
留
遺
跡
， 

作
為
紀
念
的
舊
野
蒜
車

站
︵n

o
b
i
l
u
 
e
k
i

︶， 

於
三
月
十
日

這
天
， ﹁
皇
后
陛
下
歌
碑
揭
幕
式
﹂

活
動
，
紀
念
碑
由
東
松
島
市
民
間
與

企
業
自
主
募
款
建
碑
，
立
於
野
蒜
站

紀
念
公
園
。

唱
出
一
百
個
感
謝

﹁
快
閃
﹂
的
主
題
是
﹁
一
百
個

感
謝
﹂
，
整
個
過
程
有
歌
聲
、
有
緬

懷
、
有
回
述
，
有
東
北
鄉
親
歌
唱

後
拿
出
3
．
1
1
時
的
慈
濟
﹁
見
舞

金
信
封
﹂：﹁
我
們
收
到
來
自
臺
灣
佛

教
團
體
的
七
萬
日
圓
現
金
﹂，
感
恩

慈
濟
在
第
一
時
間
發
給
的
現
金
。

有
幾
位
東
北
志
工
相
約
，
參

加
了
這
個
揭
幕
式
活
動
。
最
遠
的
是

來
自
東
京
的
林
真
子
師
姊
，
三
月
八

日
下
班
後
搭
乘
夜
間
巴
士
，
從
東
京

出
發
前
往
宮
城
縣
，
車
程
約
七
個
小

時
。
抵
達
石
卷
市
，
跟
東
北
志
工
龜

山
千
代
志
、
張
君
二
人
會
合
後
一
起

活
動
。九

日
，
志
工
們
首
先
前
往
探

望
長
期
關
懷
的
伊
藤
泰
子
阿
嬤
。
泰

子
阿
嬤
為
志
工
準
備
熱
可
可
，
讓
志

工
暖
身
又
暖
心
。
同
時
志
工
也
特
別

來
感
恩
泰
子
阿
嬤
，
在
去
年
底
教
大

家
編
織
了
愛
心
毛
線
帽
，
帶
回
東
京

後
跟
東
京
的
街
友
結
了
好
緣
。
接
著

是
探
訪
松
本
先
生
，
他
拿
出
日
本
分

會
的
︽
慈
濟
月
刊
︾，
說
是
他
的
精

神
食
糧
，
看
到
他
肋
骨
受
傷
的
地
方

已
經
好
轉
，
大
家
為
他
歡
喜
。
知
道

他
喜
歡
看
書
，
張
君
師
姊
送
他
一
本

日
文
版
的
慈
濟
書
︽
孝
為
人
本
︾。

看
看
阿
公
和
阿
嬤

木
村
清
次
夫
婦
也
是
志
工
每

次
要
探
訪
的
鄉
親
，
因
為
感
恩
，
因

為
紀
念
，
木
村
家
在
3
．
1
1
收
到

的
見
舞
金
到
現
在
還
捨
不
得
用
，
原

封
不
動
保
留
著
。
這
一
天
是
木
村
先

生
的
生
日
，
志
工
為
他
唱
生
日
歌
祝

福
，
逗
他
要
牽
著
太
太
的
小
手
，
木

村
先
生
很
不
好
意
思
，
說
：﹁
手
怎

麼
這
麼
冰
啊
！
﹂
不
知
道
他
有
多
久

沒
有
牽
太
太
的
手
了
！
木
村
太
太
的

手
，
因
為
末
梢
神
經
循
環
不
好
，
一

■ 東北鄉親拿出 3．11 時慈濟發給的「見舞金信封」道感恩。

日
本
慈
善
關
懷

2

莫
忘
3
．
1
1

快
閃
演
唱
一
百
個
感
謝

直
都
是
冰
冷
的
，
龜
山
師
兄
教
她
按

摩
方
法
，
讓
手
暖
和
些
。
有
志
工
的

陪
伴
，
木
村
先
生
今
年
過
了
不
一
樣

的
生
日
。
夫
婦
結
婚
五
十
年
，
他
的

感
想
只
有
兩
字
﹁
感
謝
﹂。

下
午
接
著
關
懷
A
女
士
，
每

年
志
工
到
東
北
時
，
她
總
是
熱
心
幫

忙
。
二
月
八
號
突
然
腳
沒
有
力
，
漸

漸
的
變
成
右
手
腳
沒
有
力
氣
，
志
工

提
醒
她
要
趕
快
去
大
醫
院
檢
查
。

長
年
擔
任
慈
濟
訪
視
幹
事
的

真
子
師
姊
，
這
次
還
有
一
個
任
務
，

就
是
趁
著
帶
東
北
當
地
志
工
一
同
去

訪
視
的
因
緣
，
召
開
會
議
分
享
如
何

做
好
訪
視
關
懷
的
工
作
。
她
向
本
地

的
幾
位
志
工
說
明
案
本
記
錄
如
何

寫
，
記
錄
用
的
相
片
要
清
楚
，
對
外

使
用
的
相
片
要
從
背
面
照
，
注
意
保

護
對
方
隱
私
；
並
叮
嚀
志
工
在
出
勤

務
時
要
穿
志
工
背
心
，
及
指
導
用
完

如
何
折
疊
整
齊
。

東
京
東
北
鄉
親
情

她
也
建
議
張
君
師
姊
，
要
在

車
內
放
著
志
工
背
心
跟
月
刊
隨
時
備

用
。
菅
原
三
千
男
跟
佐
佐
木
正
男
師

兄
，
看
到
3
．
1
1
時
的
志
工
背

心
，
頓
覺
親
切
，
3
．
1
1
他
們

因
為
穿
上
了
這
件
志
工
衣
， 

而
與
慈

濟
結
了
緣
。

原
本
大
家
預
定
到
東
松
島
探

望
癌
末
的
鄉
親
B
先
生
，
不
過
因
為

流
行
感
冒
，
整
個
醫
院
都
禁
止
面

會
。
證
嚴
上
人
最
近
常
說
﹁
莫
忘

那
一
年
﹂，
所
以
在
會
議
中
，
真
子

師
姊
跟
大
家
分
享
3
．
1
1
當
年
震

後
慈
濟
總
動
員
的
照
片
與
畫
面
。
大

家
聚
會
的
地
點
在
張
君
師
姊
的
家
，

她
貼
心
地
為
大
家
準
備
包
子
當
晚

餐
。
3
．
1
1
即
將
滿
八
週
年
了
，

看
到
鄉
親
們
這
麼
積
極
地
生
活
著
，

感
到
安
心
，
也
知
道
她
們
從
來
沒

有
忘
記
慈
濟
。

第
二
天
︵
十
日
︶
志
工
四
人

前
往
永
子
阿
嬤
的
老
人
院
，
她
的
身

體
情
況
比
以
前
好
，
可
以
坐
輪
椅
出

來
會
客
，
看
到
志
工
前
來
探
望
，
永

子
阿
嬤
開
心
地
展
現
最
美
的
笑
臉
。

臨
時
轉
往
探
望
關
懷
過
的
二
見
老
太

太
。
一
月
中
旬
她
不
小
心
骨
折
住
院
，

老
太
太
似
乎
走
出
失
去
姊
姊
的
傷

日
本
慈
善
志
業

■ 志工為木村清次先生 ( 左二 ) 唱生日歌祝福。

撰文 /林真子・陳靜慧   攝影 / 林真子

靜
思

痛
，
精
神
比
以
前
好
，
記
得
我
們
是

慈
濟
人
。

訪
視
結
束
後
，
大
家
轉
往
奧

田
正
行
師
兄
家
話
家
常
，
才
得
知
松

本
先
生
是
奧
田
師
兄
同
學
校
的
前

輩
，
倍
感
因
緣
不
可
思
議
。
東
北
志

工
感
恩
上
人
，
讓
他
們
有
機
會
為
自

己
鄉
親
付
出
。
我
們
也
感
恩
有
這
群

當
地
的
志
工
，
以
慈
濟
的
理
念
，
協

助
關
懷
鄉
親
，
期
待
東
北
的
種
子
早

日
發
芽
。

皇
后
陛
下
歌
碑
由
來
，
是
日

本
的
美
智
子
皇
后
在
東
京
皇
居
庭
院

看
到
了
﹁
野
蒜
﹂， 

而
想
到
受
災
地

﹁
野
蒜
﹂，
所
詠
出
的
御
歌
，
安
慰

3
．
1
1
受
災
者
。
慈
濟
志
工
的
使

命
是
伸
手
陪
伴
，
讓
需
要
的
鄉
親
走

出
心
靈
上
的
陰
霾
。
心
靈
的
創
傷
常

常
是
難
以
彌
補
，
3
．
1
1
時
往
生

的
鄉
親
名
字
刻
在
紀
念
牆
上
的
看

版
，
上
面
標
示
著
希
望
大
家
﹁
莫
忘

3
．
1
1
﹂，
也
展
示
著
當
時
從
國

外
來
援
助
的
志
工
照
片
、
東
松
島
的

復
興
慰
靈
碑
活
動
等
，
表
達
鄉
親
們

的
感
恩
，
願
以
虔
誠
與
感
恩
之
心
，

莫
忘
3
．
1
1
，
莫
忘
那
一
年
！

■ 林真子師姊 (左一 )向東北志工們叮嚀各項紀錄

留存及志工背心整理方式。攝影 /張君

東北鄉親奧田正行與太太努力邀約，  下午「快閃合唱團」（約一百五

十位）在這個已經消失的車站前，大聲歌唱感恩 3．11 時，有很多外

國人的幫助才能走出傷痛。
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靜
思

我
是
因
為
四
個
字
進
入
慈
濟

的
，
志
工
高
橋
鳳
英
一
開
始
就
這
麼

說
。
然
後
她
侃
侃
而
談
：﹁
二
十
多

年
前
有
一
天
我
姊
姊
︵
小
川
鳳
嬌
︶

邀
我
跟
她
一
起
去
包
素
粽
，
為
了
要

救
人
。
我
對
素
粽
陌
生
，
也
不
懂
何

以
包
素
粽
可
以
救
人
，
但
我
還
是
參

加
了
，
一
去
才
知
是
包
素
粽
義
賣
所

得
捐
給
慈
濟
去
救
人
，
這
是
我
踏
入

慈
濟
的
四
個
字
：
素
粽
救
人
。﹂

一
九
九
九
年
發
生
9
2
1
大

地
震
，
當
時
關
西
的
委
員
陳
慧
珍
、

郭
拓
志
帶
領
我
們
去
街
頭
募
款
，
姊

姊
在
尼
崎
，
我
在
豐
中
，
那
次
的
機

緣
使
我
想
到
台
灣
發
生
那
麼
大
的
災

難
，
在
海
外
能
盡
些
棉
薄
力
量
，
很

安
慰
，
也
是
真
正
進
入
了
慈
濟
。

記
得
當
年
沒
固
定
地
方
集
會

的
時
候
，
也
曾
在
我
家
開
茶
會
。

問
及
在
志
工
活
動
中
比
較
順

手
的
有
哪
些
，
她
表
示
：
﹁
並
沒
感

到
哪
一
項
特
別
順
手
，
每
樣
活
動
都

是
學
習
。
在
沒
認
識
慈
濟
之
前
我

是
家
庭
﹁
煮
﹂
婦
，
因
都
由
公
公

買
菜
，
我
只
負
責
煮
，
在
日
本
近
四

十
年
，
大
阪
很
多
地
方
也
不
知
道
；

志
工
身
影

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

撰文 /林淑芬・張秀民   攝影 / 日本分會提供

進
慈
濟
後
讓
我
接
近
人
群
，
認
識
佛

法
。
記
得
上
人
說
過
：
﹃
人
間
是
道

場
，
人
群
是
助
緣
﹄，
當
時
並
不
了

解
其
意
義
。
後
來
參
加
慈
濟
活
動
，

漸
漸
明
白
上
人
的
身
體
力
行
、
彼
此

相
扶
持
的
深
意
，
也
明
白
為
什
麼
上

人
說
：
結
好
緣
、
不
要
結
惡
緣
。﹂

提
及
上
人
的
靜
思
語
，
她
說

每
一
句
都
喜
歡
，
二
十
多
年
來
學
到

誠
正
信
實
，
相
信
因
緣
果
報
。
最
愛

的
是
﹁
愛
﹂
這
個
字
；
人
與
事
都

要
愛
，
不
是
有
一
句
話
嗎
？
大
愛
讓

世
界
亮
起
來
。

請
教
她
認
為
關
西
部
份
要
加

強
的
是
那
方
面
？
她
表
示
應
善
用
各

區
公
民
館
開
茶
會
、
辦
活
動
、
或
參

加
社
區
他
方
主
辨
的
園
遊
會
，
把
慈

濟
推
出
去
，
也
讓
日
人
了
解
慈
濟
。

多
年
前
常
在
豐
中
辦
活
動
時
，
很
多

人
因
此
知
道
慈
濟
。
她
又
說
：﹁
在

豐
中
國
際
交
流
中
心
，
辦
過
許
多
大

小
活
動
，
印
象
最
深
刻
的
是
二
〇
〇

六
年
為
能
登
半
島
發
生
6
．
9
級
的

地
震
，
為
災
民
送
暖
製
作
一
三
〇
〇

顆
愛
心
素
粽
義
賣
，
集
合
近
五
十
位

志
工
參
與
，
與
好
多
菩
薩
的
愛
心
。

二
〇
〇
八
年
為
四
川
、
緬
甸

的
災
民
在
豐
中
公
民
館
的
義
演
也
很

感
動
，
當
時
日
本
政
府
對
街
頭
募
款

有
種
種
限
制
，
為
省
錢
，
舞
台
燈
光

自
己
來
，
可
是
一
直
無
法
搞
定
。
有

一
天
向
日
本
人
推
銷
票
的
時
候
，
竟

然
有
位
日
籍
難
波
小
姐
說
舞
台
燈
光

是
她
的
專
業
，
願
免
費
幫
忙
。
想
起

上
人
說
正
信
正
念
，
護
法
神
都
會
來
，

果
然
如
此
。

在
急
難
救
助
及
個
案
關
懷
方

面
，
有
兩
件
事
令
師
姊
感
動
的
：
其

一
是
最
近
發
生
的
是
來
日
旅
行
孕
婦

突
然
破
水
，
由
京
都
轉
至
大
阪
，
經

醫
師
看
診
後
到
機
場
，
飛
機
不
讓
搭

乘
。
一
開
始
沒
想
到
慈
濟
，
後
來
慈

濟
志
工
知
道
後
，
幾
位
師
姊
來
回
陪

伴
好
多
天
，
讓
他
們
非
常
感
動
，
等

母
子
狀
況
穩
定
後
，
回
台
之
前
她
媽

媽
對
天
祈
願
，
只
要
有
機
會
見
到
上

人
，
一
定
做
慈
濟
。
沒
想
到
奇
蹟
出

現
，
竟
然
真
的
有
因
緣
見
到
上
人

了
！
她
說
真
的
很
奇
妙
，
慈
警
會
的

人
帶
她
見
上
人
，
上
人
還
為
他
們
戴

佛
珠
，
她
向
上
人
報
告
在
大
阪
受
慈

濟
志
工
照
顧
的
事
，
上
人
說
這
一
切

都
是
緣
份
，
她
也
真
的
要
當
慈
濟
志

工
了
。
我
們
只
做
本
份
事
，
竟
能
激

發
出
一
顆
願
意
付
出
做
志
工
的
心
，

很
感
動
。

另
外
三
年
來
陪
伴
一
位
在
高

牆
另
一
端
的
某
先
生
，
前
幾
天
來
信

說
：﹁
很
感
恩
師
姑
三
年
來
的
陪
伴

跟
鼓
勵
，
本
有
退
轉
心
，
因
師
姑
的

鼓
勵
，
雖
然
還
沒
有
參
加
慈
濟
的
工

作
，
但
心
中
感
覺
自
己
已
是
慈
濟
人

了
，
等
我
將
來
受
證
那
天
，
師
姑
一

定
要
來
參
加
，
這
是
我
的
期
望
。﹂

種
下
愛
的
﹁
因
﹂，
自
然
結
下

愛
的
﹁
緣
﹂，
當
愛
的
緣
會
合
，
彼

此
良
善
互
動
，
歡
喜
感
受
就
是

﹁
果
﹂
。

以愛歡喜做慈濟

■ 

1 

大
阪
豐
中
文
化
祭
義
賣
。

攝
影
/
慈
涓

■ 

2 

參
加
親
子
成
長
營
。(

右
一)

攝
影
/
孫
素
秋

■ 

3 

二
〇
一
六
年
參
加
熊
本
震
災
，

膚
慰
當
地
災
民
。
攝
影
/
邱
淑
惠

高橋鳳英高橋鳳英

1

23
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靜
思

日
本
分
會
人
文
教
室
中
文
班

二
〇
一
八
學
年
秋
期
班
於
三
月
十
七

日
舉
辦
期
末
發
表
會
，
透
過
多
元
學

習
期
待
孩
子
們
除
了
學
習
中
文
外
，

更
希
望
能
學
習
到
知
足
、
感
恩
、
行

孝
及
行
善
，
並
培
養
正
能
量
。

 

學
中
文 

最
開
心

發
表
會
檢
視
學
生
一
學
期
來

的
學
習
成
果
，
老
師
及
學
生
莫
不
用

心
的
練
習
再
練
習
，
發
表
內
容
讓
大

家
不
僅
驚
訝
，
更
是
讚
嘆
不
已
。
這

天
，
在
等
待
發
表
會
之
前
，
中
級
班

學
生
們
自
主
做
最
後
的
練
習
。

中
級
班
有
如
小
型
聯
合
國
，

有
德
國
籍
、
日
本
籍
與
台
灣
籍
的
孩

子
，
這
次
的
發
表
會
他
們
合
演
了
戲

劇
，
及
發
表
各
自
的
作
文
﹁
最
開
心

的
事
﹂。
藤
田
翔
音
說
上
中
文
課
很

開
心
，
他
最
喜
歡
考
試
，
因
為
答
案

都
知
道
。 
青
木
庸
說
能
聽
得
懂
中

文
，
又
能
交
到
新
朋
友
，
是
他
最
開

心
的
事
。
蔡
昕
佑
說
他
最
開
心
的
事

是
集
章
，
集
滿
五
十
個
章
可
以
上
台

領
獎
狀
、
獎
品
讓
他
很
有
成
就
感
。

江
紘
毅
說
從
靜
思
語
裡
可
以
學
到
做

人
的
道
理
，
孝
順
跟
感
恩
，
來
中
文

班
讓
他
學
到
很
多
中
文
字
。
仲
皓
謙

說
最
開
心
的
是
，
不
僅
學
中
文
還
可

交
到
很
多
朋
友
，
印
象
最
深
的
是
：

二
月
的
靜
思
語
課
，
將
自
己
的
存
錢

筒
裡
的
錢
倒
進
一
個
很
大
的
筒
裡
，

這
些
錢
可
以
去
幫
助
需
要
幫
助
的

人
，
他
覺
得
很
開
心
！

唱
又
跳 

背
詩
詞

入
門
班
為
幼
稚
園
大
班
或
是

小
一
的
孩
子
，
用
歌
曲
唱
出
ㄅ
ㄆ
ㄇ
，

利
用
報
數
方
式
一
人
一
句
唸
出
靜
思

語
，
也
將
數
學
融
入
中
文
課
中
，
並

培
養
同
學
們
之
間
的
好
默
契
。
基
礎

班
是
已
有
些
中
文
程
度
的
孩
子
，
所

以
除
了
課
文
外
，
還
可
讀
唐
詩
，
還

手
腳
並
用
唱
出
中
文
歌
曲
。

幼
幼
班
除
了
朗
讀
背
誦
課
文

外
，
這
次
更
是
大
挑
戰
，
背
誦
︿
跪

羊
圖
﹀，
對
這
些
幼
稚
園
的
學
生
來

說
，
真
的
很
不
容
易
，
但
他
們
做
到

了
。
最
吸
睛
的
小
幼
幼
班
，
從
開
始

的
害
羞
、
怕
生
、
哭
著
找
媽
媽
，
到

現
在
能
站
在
台
上
比
手
語
唱
歌
，
因

為
老
師
及
大
愛
媽
媽
志
工
的
用
心
，

在
發
表
會
這
天
，
所
有
的
家
長
看
到

這
一
群
小
小
孩
成
長
了
。
還
有
，
英

文
班
學
生
則
是
高
歌
一
曲
︿
聖
誕

歌
﹀，
還
練
習
用
英
文
自
我
介
紹
。

來
認
證 

當
達
人

最
後
是
﹁
中
文
達
人
認
證
活
動
﹂

的
頒
獎
，
這
是
用
集
章
鼓
勵
學
生
多

說
中
文
， 

念
課
文
、 

背
課
文
、
靜
思

語
，
並
於
期
末
時
以
集
章
數
頒
發
獎

狀
及
獎
品
，
更
張
貼
在
中
文
班
的
榮

譽
板
。
各
班
學
生
利
用
休
息
時
間
排

隊
認
證
，
蓋
了
集
章
，
有
些
孩
子
會

在
家
先
溫
習
功
課
及
念
課
文
，
還
會

主
動
要
求
多
念
一
點
。

每
次
上
課
孩
子
在
進
入
教
室
前

須
用
中
文
說
出
﹁
通
關
密
語
﹂，
關

主
為
大
愛
媽
媽
潘
秀
鳳
，
每
逢
上
課

日
定
能
看
到
她
的
身
影
，
十
年
如
一

日
不
間
斷
，
堅
守
在
這
崗
位
上
，
跟

每
位
學
生
及
家
長
道
早
安
蓋
章
，
開

啟
說
中
文
的
一
天
。

秋
期
班
一
開
學
，
學
生
們
就
很

積
極
地
參
加
認
證
，
有
高
達
三
十
四

位
學
生
獲
得
二
十
個
章
的
﹁
中
文
小

達
人
﹂， 

三
十
個
章
的
﹁
中
文
達
人
﹂，

四
十
個
章
的
﹁
中
文
高
手
﹂，
及
五

十
個
章
的
﹁
中
文
超
人
﹂。

畫
為
卡 

謝
爸
媽

幼
幼
班
都
是
三
歲
至
五
歲
的

孩
子
，
每
週
來
上
課
，
家
長
比
孩
子

還
用
心
及
辛
苦
。
這
次
利
用
期
末
幾

堂
課
裡
，
陳
玲
韻
老
師
與
小
幼
幼
班

林
幸
津
老
師
一
同
策
畫
，
讓
孩
子
在

卡
片
及
獎
牌
上
以
畫
畫
代
替
寫
字
，

並
在
發
表
會
這
天
當
面
親
自
送
給
爸

爸
媽
媽
，
表
達
感
恩
。

秋
期
班
從
楓
紅
的
秋
天
到
嚴

寒
的
冬
天
，
共
有
六
位
學
生
全
勤
，

小
小
年
紀
在
爸
爸
媽
媽
陪
伴
下
，
風

雨
無
阻
地
完
成
秋
期
班
的
課
程
。
幼

幼
班
藤
田
榮
暉
的
媽
媽
蔡
倩
文
︰

﹁
從
網
路
上
知
道
慈
濟
有
中
文
班
，

所
以
帶
孩
子
來
報
名
，
在
這
裡
因
為

有
伴
共
同
學
習
，
孩
子
更
願
意
說
中

文
，
爸
爸
看
到
他
的
成
長
真
得
很
高

興
。﹂

基
礎
班
村
田
映
戀
跟
妹
妹
村

田
彩
佳
一
起
在
中
文
班
學
習
二
年

了
，
媽
媽
陳
怡
蓉
：﹁
有
很
多
台
灣

太
太
都
帶
孩
子
來
這
邊
學
中
文
，
成

效
都
還
不
錯
，
所
以
就
帶
孩
子
過
來

學
習
了
，
希
望
他
們
來
這
邊
，
可
以

多
講
一
些
中
文
。﹂

幼
幼
班
岩
崎
翼
慢
慢
一
筆
一

字
寫
出
︿
跪
羊
圖
﹀
歌
詞
，
爸
爸
岩

崎
高
明
是
日
本
人
學
過
中
文
，
他
說

小
翼
是
他
的
中
文
老
師
，
發
音
錯
了

他
還
會
更
正
我
。
媽
媽
蔡
宜
甄
說
她

要
生
氣
的
時
候
，
小
翼
會
說
：﹁
媽

媽
要
口
說
好
話
﹂，
感
覺
是
全
家
人

一
起
在
學
中
文
，
真
的
很
好
。

不
少
家
長
因
為
留
學
或
工
作

而
離
鄉
背
井
定
居
日
本
，
但
變
不
了

的
是
那
份
對
故
鄉
的
思
念
，
更
希
望

下
一
代
能
學
習
到
故
鄉
的
文
化
及

語
言
。
慈
濟
的
中
文
班
不
僅
教
中

文
，
還
將
華
人
的
倫
理
道
德
、
文

化
，
還
有
人
文
融
入
在
教
學
裡
，

期
待
藉
由
老
師
、
志
工
及
家
長
三

方
一
起
加
油
，
讓
孩
子
學
會
中
文
，

又
有
人
文
！

多元學習展成果
撰文 /陳雅琴  攝影 / 李月鳳

■ 

1 

學
生
們
很
積
極
地
參
加
認
證
活
動
， 

以
及
期
末
集
章
數
頒
獎
。

■ 

2 

中
文
班
發
表
會
中
，
朗
讀
靜
思
語
。 

■ 

3 

中
文
班
小
朋
友
畫
卡
片
送
給
媽
媽
，

謝
謝
媽
媽
的
辛
勞
。 

人
文
教
室

教
養
教
室

人文教室發表會 

1
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主
題
報
導

2

文
/
慈
涓
・
張
秀
民
・
陳
雅
琴
・
河
村
吉
美 

一
回
目 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

慈
濟
日
本
分
會
の
三
回
に
渡
る

祈
福
感
恩
会
の
開
催
で
、
延
べ
四
百

七
十
数
名
が
参
加
さ
れ
た
。 

二
〇
一
八
年
を
振
り
返
り
、
多

き
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
年
に
代

表
さ
れ
る
漢
字
の
「
災
」
が
選
ば
れ

た
。
災
難
を
減
ら
す
為
に
菩
薩
道
を

呼
び
か
け
、
今
年
の
祈
福
感
恩
会
は

百
名
に
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
上
人
か
ら
の
祝
福
を
受
け
た
。

 

台
湾
で
直
接
上
人
か
ら
の
授
証
を

受
け
取
る
予
定
だ
っ
た
何
基
義
は
、

仕
事
の
関
係
上
、
や
む
な
く
旅
程
を

中
止
、
何
基
義
さ
ん
は
、
初
め
て
の

祈
福
感
恩
会
で
日
本
支
部
執
行
長
よ

日
本
分
會

祈
福
感
恩
會
活
動
レ
ポ
ー
ト

12

3
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二
〇
一
九
年
一
月
十
三

日
至
二
十
日
慈
濟
日
本

分
會
、
三
回
に
渡
る
祈

福
感
恩
会
の
開
催
で
、

延
べ
四
百
七
十
数
名
が

ご
参
加
さ
れ
た
。 

■ 陳金発は台湾から来日し、「福慧紅包 - 智慧のお年玉」を会場に配った。

写真 / 水谷瑞芳

■ 授証のコメントをする林政男さん。写真 / 水谷瑞芳 ■ 上人からのお年玉をもらい喜ぶ参加者。写真 / 李淑娟 ■ 祝福のともし火。写真 / 李月鳳

ト
ピ
ッ
ク
ス

り
慈
誠
証
が
付
け
ら
れ
た
。
彼
は
ニ

〇
一
四
年
に
慈
誠
魏
國
斌
の
紹
介
を

き
っ
か
け
に
、
子
供
を
慈
済
中
国
語

ク
ラ
ス
で
学
ば
せ
た
。
そ
れ
か
ら
子

供
が
健
や
か
に
成
長
し
、
物
事
も
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
と
活
動
を
通
し
学
ぶ
過
程

の
中
、
周
り
の
優
し
さ
に
触
れ
て
い

る
う
ち
、
自
身
の
せ
っ
か
ち
な
性
格

と
対
人
関
係
を
反
省
し
精
進
し
た
。

二
〇
一
五
年
の
お
経
の
演
技
を
通

し
、
子
供
に
も
良
い
変
化
が
見
ら
れ
、

そ
れ
を
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に

参
加
を
決
意
し
、
自
ら
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
列
に
加
わ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
台
湾
の
慈
誠
よ
り

日
本
分
會
へ
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
慈
濟
会
員
の
一
人
で
、
そ
の
娘

が
日
本
へ
嫁
い
だ
後
、
う
つ
病
の
傾

向
が
見
ら
れ
、
誰
か
ケ
ア
で
き
な
い

か
」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
最
初
こ

の
事
案
に
携
わ
っ
た
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
潘
慈
芬
で
し
た
。
そ
し
て

そ
の
娘
が
新
た
に
授
証
さ
れ
た
盧
靜

子
で
し
た
。
長
期
に
亘
る
働
き
か
け

が
功
を
奏
し
、
去
年
授
証
す
る
ま
で

と
な
っ
た
の
で
す
。
長
期
に
亘
る
病

と
の
闘
い
で
、
足
の
小
指
に
は
コ
ブ

が
で
き
、
激
痛
が
走
り
、
医
師
か
ら

は
「
完
治
す
る
方
法
が
な
く
、
た
だ

薬
物
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
し
か

で
き
な
い
。
長
い
治
療
に
な
る
」
と

告
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
に

と
っ
て
ま
る
で
極
刑
を
言
い
渡
さ

れ
、
目
の
前
が
闇
に
覆
い
か
ぶ
さ
れ

た
様
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
女
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

達
は
絶
え
ず
働
き
か
け
イ
ベ
ン
ト
に

誘
っ
た
り
、
大
愛
テ
レ
ビ
で
上
人
の

説
法
に
触
れ
た
事
で
大
愛
テ
レ
ビ
の

フ
ァ
ン
と
な
っ
た
り
し
て
、
拠
り
所

を
見
つ
け
た
か
の
様
に
次
第
に
分
會

で
の
活
動
に
自
ら
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
次
第
に
精
神
的
に
も
元
気

が
取
り
戻
さ
れ
、
心
が
少
し
づ
つ
安

定
す
る
よ
う
な
っ
て
い
き
、
病
症
も

完
治
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

彼
女
な
り
に
対
処
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
、
周

り
に
励
ま
さ
れ
恐
れ
を
克
服
し
、
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
《
無
量
義
経 

説

法
品
》
を
演
技
さ
れ
た
。
こ
の
お
経

か
ら
彼
女
は
人
を
救
う
精
神
を
学

び
、
病
は
医
師
に
任
せ
、
自
ら
の
心

を
菩
薩
に
預
け
、
上
人
の
教
え
に
従

い
、
人
々
の
中
で
菩
薩
道
を
歩
む
こ

と
を
見
出
せ
た
の
で
あ
る
。

古
参
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳
金
発

は
台
湾
か
ら
来
日
し
、「
福
慧
紅
包-

智
慧
の
お
年
玉
」
を
会
場
に
配
っ
た
。

今
回
の
お
年
玉
に
も
上
人
か
ら
弟
子

ら
へ
の
祝
福
が
込
め
ら
れ
、
デ
ザ
イ

ン
は
「
仏
陀
問
診
図
」
と
な
っ
て
お

り
人
々
が
仏
陀
の
そ
の
精
神
で
世
の

苦
難
を
救
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

二
回
目 

日
本
語
の
会

一
月
二
十
日
に
中
国
語
と
日
本



2

語
の
祈
福
感
恩
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
場
前
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に

よ
る
３
·
1
1
の
復
興
支
援
曲
で
あ

る
〈
花
は
咲
く
〉
が
演
奏
さ
れ
、
心

を
和
ま
せ
た
。
開
場
後
、《
開
経
偈
》

を
始
め
、
ミ
ニ
太
鼓
に
よ
る
〈
勤
行

頌
〉
で
幕
開
け
し
た
。

次
に
二
〇
一
八
年
度
の
慈
濟
が

世
界
各
地
で
展
開
し
た
活
動
をV

T
R

を
通
し
て
振
り
返
り
、
感
動
の
シ
ー

ン
が
綴
ら
れ
た
。

国
際
支
援

N
G
O

団
体
の

A
M
D
A

よ
り
初
め
て
出
席
さ
れ
た
難
破
さ
ん

は
、V

T
R

を
通
し
て
幅
広
い
慈
濟
の

活
動
内
容
を
知
り
、
證
嚴
法
師
の
理

念
を
継
ぎ
、
活
動
を
推
し
進
め
る
こ

と
に
感
心
さ
れ
た
と
語
っ
た
。
そ
の

難
波
さ
ん
に

A
M
D
A

と
慈
濟
で
の

相
違
や
類
似
な
ど
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
慈
濟
は
《
法
華
経
》
の
下
、
證

嚴
法
師
が
仏
陀
の
利
他
す
る
精
神
を

核
と
し
て
活
動
を
推
進
し
、A

M
D
A

は
互
助
す
る
こ
と
を
核
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
共
通
し
て

い
る
と
話
し
た
。
実
は
、
以
前
か
ら

12

3

靜
思
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■ 「静恩食品」の紹介をするボランティア。   写真 / 李淑娟

A
M
D
A

の
代
表
と
同
行
さ
れ
、
台
湾

花
蓮
の
慈
濟
の
資
料
館
と
病
院
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
世
界
中
で
幅
広

い
活
動
と
深
み
の
あ
る
内
容
を
そ
の

時
か
ら
知
っ
て
い
る
と
も
語
ら
れ
、

今
回
の

V
T
R

を
観
た
感
想
と
し
て
、

今
後

A
M
D
A

で
の
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
一
層
深
み
あ
る
も
の
へ
と

で
き
れ
ば
と
も
語
り
、
今
後
日
本
分

會
と
の
コ
ラ
ボ
活
動
に
も
意
欲
を
示

さ
れ
た
。

「
佼
成
学
園
」
理
事
長
で
あ
る
椎

名
先
生
は
、V

T
R

か
ら
、
世
界
至
る

と
こ
ろ
で
慈
濟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
を
展
開
、
邁
進
し
て
い
る
と
感
心

さ
れ
、
特
に
台
湾
が
震
災
や
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
、
そ
の
関
心

が
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
特
に
小
さ

な
子
供
か
ら
少
な
い
お
小
遣
い
で
寄

付
さ
れ
た
姿
が
感
動
的
で
、
慈
悲
の

心
が
世
界
中
に
拡
散
し
、
互
い
を
助

け
合
う
と
い
う
様
子
に
感
銘
を
受

け
、
有
難
い
と
語
っ
た
。

「
厳
念
寺
」
か
ら
お
越
し
の
菅
原

さ
ん
、
日
本
「
佛
国
土
会
」
の
増
田

さ
ん
も
出
席
さ
れ
、V

T
R

で
の
活
動

報
告
を
熱
心
に
観
ら
れ
た
。
中
国
語

ク
ラ
ス
へ
子
供
が
通
っ
て
い
る
英
語

圏
か
ら
来
日
し
た
マ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん

ご
夫
妻
は
初
め
て
祈
福
感
恩
会
に
参

加
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

て
、
子
供
三
人
が
現
在
中
国
語
ク
ラ

ス
で
学
び
、
今
回
の

V
T
R

で
初
め

て
慈
濟
が
世
界
各
地
で
様
々
な
支
援

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
良

い
団
体
だ
と
の
印
象
を
受
け
、
機
会

あ
れ
ば
、
子
供
と
炊
き
出
し
活
動
に

参
加
す
る
意
欲
を
示
さ
れ
た
。

最
後
は
、
会
場
が
期
待
す
る
智

慧
の
お
年
玉
の
配
布
を
通
し
、
上
人

か
ら
の
祝
福
を
受
け
取
り
、
世
界
に

祈
り
を
捧
げ
た
。

三
回
目 

中
国
語
の
会

日
本
語
の
会
と
同
じ
く
、
開
場

の
前
に
和
み
の
音
楽
が
流
れ
た
。
そ

の
後
は
、《
開
経
偈
》
に
続
き
、
親

子
に
よ
る
ミ
ニ
太
鼓
の
〈
勤
行
頌
〉

で
幕
開
け
し
た
。
日
本
分
會
の
親
子

ミ
ニ
太
鼓
隊
は
去
年
十
月
に
結
成

し
、
今
回
の
祈
福
感
恩
会
に
向
け
練

習
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
日
本
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
台
湾
慈
濟
で
見
た
子

供
に
よ
る
無
邪
気
な
演
技
を
見
て
印

象
に
残
っ
た
と
言
い
、
日
本
へ
戻
っ

た
後
皆
と
話
し
合
い
の
結
果
、
親
子

で
慈
濟
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
と
結
成
を
図
り
、
曲
目
か
ら
お
経

の
意
義
を
学
び
、
落
ち
着
く
心
を
養

い
、
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
語
っ
た
。

台
北
駐
日
代
表
処
よ
り
お
越
し

の
領
務
組
何
副
組
長
が
式
辞
挨
拶
に

て
、
ご
所
属
の
領
務
組
は
、
政
府
の

要
請
す
る
協
力
や
来
日
台
湾
人
へ
の

サ
ポ
ー
ト
や
支
援
に
お
い
て
、
日
本

分
會
と
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
感
謝
の
意
を
示
さ
れ
、
更
に
、
本

日
催
さ
れ
た
祈
福
感
恩
会
と
は
、
国

の
為
、
世
界
の
為
に
祈
福
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

ま
た
、
感
謝
を
す
る
こ
と
も
同
じ
く
。

生
活
の
中
で
、
食
べ
る
・
寝
る
・
歩
く
・

動
く
等
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
自
体
に
感
謝
を
す
べ
き
だ
と
強
調

さ
れ
た
。
そ
し
て
感
謝
す
る
こ
と
を

示
す
最
良
な
方
法
と
は
、
そ
の
有
難

さ
を
人
々
と
分
か
ち
合
い
、
助
け
を

必
要
と
す
る
人
々
に
施
す
。
当
初
、

慈
濟
を
創
立
し
た
上
人
も
そ
の
よ
う

な
思
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
話
さ

れ
た
。
ま
た
最
近
あ
っ
た
事
案
を
例

に
、
日
本
で
救
難
救
助
さ
れ
た
後
は
、

た
だ
単
に
台
湾
へ
戻
し
て
あ
げ
れ
ば

良
い
と
考
え
て
い
た
が
、
慈
濟
で
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
へ
そ
の

人
が
帰
っ
た
後
の
生
活
に
も
心
を

配
っ
て
い
る
事
、
そ
れ
は
た
や
す
い

こ
と
で
は
な
い
と
も
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
演
目
と
し
て
、
お
経

の
《
無
量
義
経 

十
功
德
品
》
の
演

技
が
続
き
、
仏
法
を
通
し
、
自
己
反

省
を
促
し
、
悪
い
習
慣
を
改
め
、
人
々

の
善
の
心
が
啓
発
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
。
上
人
か
ら
祝
福
の

V
T
R

で
は
、

素
食
（
菜
食
）
に
よ
る
環
境
保
護
を

呼
び
か
け
、
人
々
と
争
う
事
無
く
し

て
安
ら
ぐ
「
人
安
」、
物
事
と
争
う

事
を
無
く
す
「
事
安
」、
世
界
と
争

う
事
を
無
く
す
「
世
安
」
を
世
の
中

が
無
事
に
繋
が
る
道
理
と
し
て
説
か

れ
て
い
た
。

参
加
者
に
智
慧
の
お
年
玉
が
配

ら
れ
、
お
年
玉
を
開
く
と
静
思
語
が

一
句
書
か
れ
て
お
り
、
證
嚴
上
人
か

ら
一
人
一
人
へ
異
な
る
励
ま
し
の
言

葉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
微
笑
み
な

が
ら
互
い
に
見
せ
合
っ
た
静
思
語
付

き
の
お
年
玉
を
大
事
に
し
ま
い
、
合

掌
し
て
流
れ
る
〈
祈
祷
〉
の
音
楽
に

心
を
込
め
て
「
人
々
の
心
の
浄
化
、

社
会
の
平
穏
、
世
の
中
が
無
災
難
と

な
る
よ
う
に
」
祈
り
を
捧
げ
た
。

社
会
が
無
事
な
ら
家
庭
も
安
定

す
る
。
上
人
は
、
生
命
愛
に
感
謝
し
、

尊
ぶ
べ
し
、
互
い
に
敬
い
争
う
事
無

く
、
良
縁
を
結
ぶ
べ
し
！
を
今
年
の

テ
ー
マ
と
し
て
説
い
て
い
る
。
慈
濟

は
、
福
と
智
慧
を
培
う
道
場
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
て
が
互
い
に
尊
重

し
補
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
善
行

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、
強
い
善
の

力
が
多
く
集
え
ば
、
災
難
を
打
ち
消

す
力
も
強
く
な
る
で
し
ょ
う
。

本
日
最
後
の
演
目
に
、
日
本
へ

の
渡
航
中
に
様
々
な
困
難
に
打
ち

勝
っ
た
鑑
真
大
和
尚
の
精
神
を
称
え

た
〈
圓
夢
〉
の
曲
で
幕
が
下
ろ
さ
れ

た
。

■ 写経の体験をする来場者たち。  写真 / 李月鳳 ■ お茶の入れ方を体験する様子。   写真 / 李淑娟 ■ 《開経偈》で手を合わせる日本人来賓の方々。   写真 / 李月鳳
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東
松
島
市
は
、
3
．
1
1
の
被

災
後
、
旧
野
蒜
駅
（
の
び
る
駅
）
を

遺
構
と
し
て
残
し
て
い
た
が
、
今
年

三
月
十
日
、
野
蒜
駅
祈
念
公
園
に
て

「
皇
后
陛
下
歌
碑
開
幕
式
」
を
挙
行

し
た
。
こ
の
歌
碑
は
、
東
松
島
市
民

や
企
業
か
ら
資
金
を
集
め
て
建
立
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
と
び
だ
す
１
０
０
通
り
の

あ
り
が
と
う
！
」
を
上
演

「
き
ら
め
き
」
の
テ
ー
マ
は
「
1
0
0

通
り
の
あ
り
が
と
う
」
で
あ
る
。
歌

声
や
思
い
出
、
東
北
住
民
に
よ
る
歌

の
後
、
3
．
1
1
の
時
の
慈
濟
「
見

舞
金
封
筒
」
が
取
り
出
さ
れ
た
：「
台

湾
の
仏
教
団
体
か
ら
七
万
円
の
現
金

を
受
け
取
り
ま
し
た
」、
慈
濟
が
最

初
に
給
付
し
た
現
金
に
感
謝
し
た
。

東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
こ
の

除
幕
式
に
参
加
し
た
。
も
っ
と
も
遠

く
東
京
か
ら
参
加
し
た
の
が
林
真
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
三
月
八
日
、
仕

事
が
終
わ
っ
て
退
社
し
た
後
、
夜
行

バ
ス
に
乗
っ
て
東
京
を
出
発
し
た
。

宮
城
県
ま
で
約
七
時
間
で
あ
っ
た
。

石
巻
市
に
着
い
て
、
東
北
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
亀
山
千
代
志
、
張
君
の
二
人

と
合
流
し
、
と
も
に
活
動
し
た
。

翌
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
は
、

ま
ず
、
長
期
に
介
護
し
て
い
る
伊
藤

泰
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行
っ

た
。
泰
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
達
の
た
め
に
暖
か
い
コ
コ
ア

を
作
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
は
と
て

も
感
謝
し
て
い
た
。
昨
年
の
暮
に
愛

■ 泰子おばあちゃんと久しぶりに会って抱き合う。

日
本
慈
善
關
懷

2

3
．
1
1
を
忘
れ
な
い  

と
び
だ
す
1
0
0
通
り

の
あ
り
が
と
う

心
ウ
ー
ル
帽
子
の
編
み
方
を
教
え
て

く
だ
さ
り
、
東
京
に
帰
っ
た
後
、
東

京
の
ホ
ー
ム
レ
ス
で
他
の
皆
さ
ん
と

よ
い
縁
を
結
ぶ
事
が
で
き
た
の
だ
っ

た
。
続
い
て
訪
ね
た
の
は
松
本
さ
ん

だ
。
彼
は
日
本
支
部
の
《
慈
濟
月
刊
》

を
取
り
出
し
、
こ
れ
は
彼
の
精
神
の

糧
だ
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
の
肋

骨
の
負
傷
箇
所
が
よ
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
を
見
て
、
み
ん
な
大
い
に
喜

ん
だ
。
彼
が
読
書
好
き
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

張
君
は
彼
に
一
冊
の
日
本
語
版
慈
濟

書
籍
《
孝
為
人
本
》
を
贈
っ
た
。

次
の
、
木
村
清
次
夫
妻
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
地
元
民
で
あ
る
。
感
謝

と
記
念
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
木
村

家
は
3
．
1
1
で
受
け
取
っ
た
見
舞

金
を
使
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
保
存
し
て

い
た
。
こ
の
日
は
木
村
さ
ん
の
誕
生

日
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
歌
を
歌
っ

て
誕
生
日
を
祝
っ
た
。
妻
の
小
さ
な

手
を
握
っ
た
と
き
、木
村
さ
ん
は
「
な

ん
て
手
が
冷
た
い
ん
だ
ろ
う
！
」
と

言
っ
た
。
彼
は
長
い
間
妻
の
手
を

握
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
木
村
夫

人
の
手
は
、
末
梢
神
経
の
循
環
が
悪

く
常
に
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。
亀
山

師
兄
は
彼
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を

教
え
た
と
こ
ろ
、
手
は
少
し
温
か
く

な
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒
に

居
る
こ
と
で
、
木
村
さ
ん
は
例
年
と

日
本
慈
善
志
業

■ 「きらめき合唱団」が消失した駅の前で大合唱。

訳
/
岩
村
益
典
・
文
/
林
真
子
・
陳
靜
慧   

写
真
/
林
真
子

靜
思

違
う
誕
生
日
を
今
年
は
体
験
で
き
た

の
で
あ
っ
た
。
結
婚
五
十
年
、
彼
の

感
想
は
た
だ
「
感
謝
」
の
二
文
字
で

あ
る
。
引
き
続
い
て
午
後
は
、
A
さ

ん
の
世
話
を
し
た
。
A
さ
ん
は
、
毎

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
東
北
に
来
た
と

き
、
熱
心
に
彼
ら
を
助
け
て
く
れ
た
。

二
月
に
突
然
足
の
力
が
な
く
な
り
、

次
第
に
右
の
手
足
か
ら
力
が
失
わ
れ

て
い
っ
た
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
大
病
院
で
の
検
査
に
行
く
よ
う
促

し
た
。

長
年
、
慈
濟
の
訪
問
担
当
幹
事

を
し
て
い
た
真
子
さ
ん
、
今
回
、
も

う
一
つ
の
任
務
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

東
北
地
方
の
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

訪
問
し
、
今
後
の
支
援
活
動
を
よ
り

よ
く
す
る
為
の
会
議
を
開
く
事
で

あ
っ
た
。
彼
女
は
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
案
件
の
記
録
が
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
る
か
説
明
し
た
。
記
録
用

の
ビ
デ
オ
は
ク
リ
ア
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
外
部
で
使
用
す
る
写
真
は
背

面
か
ら
撮
影
し
て
、
相
手
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■ 皇后陛下歌碑

東
北
住
民
で
あ
る
奧
田
正
行
氏
が
夫
人
と
協
力
し

て
募
集
し
た
「
き
ら
め
き
合
唱
団
」（
約
百
五
十
名
）

が
、
す
で
に
消
失
し
た
駅
の
前
で
、
大
声
で
合
唱

し
3
．
1
1
に
お
け
る
外
国
人
の
多
く
の
援
助
に

感
謝
を
捧
げ
た
。が

活
動
す
る
際
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
制
服
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
終
わ
っ

た
ら
ど
の
よ
う
に
畳
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
指
導
し
た
の
だ
っ
た
。

東
京
東
北
地
元
愛

皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ス

ト
と
月
刊
誌
の
予
備
を
車
に
置
い
て

お
く
よ
う
提
案
し
た
。
菅
原
三
千
男

さ
ん
と
佐
々
木
正
男
さ
ん
は
、
3
．

1
1
の
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ス
ト

を
見
て
親
し
み
を
感
じ
、
震
災
時
そ

れ
を
着
る
事
で
慈
濟
と
結
縁
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。

も
と
も
と
彼
ら
は
東
松
島
へ
行

き
末
期
癌
の
地
元
住
民
B
さ
ん
を
訪

問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、

病
院
は
面
会
を
謝
絶
し
た
。
證
厳
上

人
は
最
近
常
に
「
そ
の
年
を
忘
れ
る

な
」
と
説
い
て
い
た
。
会
議
中
、
参

加
者
と
3
．
1
1
の
慈
濟
総
動
員
活

動
の
写
真
な
ど
資
料
を
鑑
賞
し
た
。

3
．
1
1
か
ら
八
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
積
極
的
に
生
活
し

て
い
る
地
元
住
民
を
見
て
安
心
し
、

彼
ら
が
慈
濟
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と

を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

次
の
日
、
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
永
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
る

老
人
介
護
施
設
を
訪
ね
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
身
体
の
状
態
は
以
前
よ
り

よ
く
な
っ
て
お
り
、
車
椅
子
で
客
と

会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
訪
問
で
、
永
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
幸
せ
で
最
高
に
美
し
い
笑
顔
を
見

せ
た
。
ま
た
、
以
前
お
世
話
し
た
二

見
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
訪
ね
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
一
月
の
中
旬
に
誤
っ
て

骨
折
し
入
院
し
て
い
た
が
、
お
姉
さ

ん
を
失
っ
た
痛
手
か
ら
回
復
し
、
精

神
的
に
も
よ
く
な
り
、
私
た
ち
を
慈

濟
人
で
あ
る
と
覚
え
て
い
た
。

東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
上
人

に
感
謝
し
、
故
郷
の
為
に
行
動
す
る

機
会
を
得
た
。
私
達
は
現
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
し
、
慈
濟
の
理
念

に
よ
っ
て
地
元
達
を
助
け
、
東
北
の

芽
が
早
く
発
芽
で
き
る
よ
う
に
期
待

し
て
や
ま
な
い
。



※上記表は変更になる場合がありますので、参加する前に必ず事務局までお問い合わせ下さい。(読)→読書会

《 日 程 表 》2019年
■ 東京23区 ■ 関西地区 ■ 群馬地区

■ 東京23区 ■ 関西地区 ■ 群馬地区

五月  May

六月 June

日 月 火 水 木 金  土

12 13 14 15 16 1817

日 月 火 水 木 金  土

1

2 3 4 5 6 87

代々木炊き出し配布 

　　       9:30 集合

料理教室　　　　9:30-16:00
(場所:小田公民館)

5 6 7 8 9 1110
代々木炊き出し配布 

　　       9:30 集合

(読)仏典系列 

　　     13:30-15:30

(読)仏典系列 

　　     13:30-15:30

(読)仏典系列

　　     13:30-15:30

(読)《衲履足跡》

　　     10:00-13:00

《靜思妙蓮華》

13:30-16:00

讀書分享

中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
灌仏会(午前)        10:30-
灌仏会(午後)        13:30-

代々木炊き出し配布
　　　　　9:30 集合 

20 21 22 23 252419
ボランティア研修　　09:00-17:00
中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
ボランティア研修　　09:00-17:00

27 28 29 30 3126
中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
(読経)《地蔵経》　　20:15-22:00
料理教室            10:30-15:30

(場所:上甲子園公民館)

大阪西成区炊き出し　13:30-18:30
街友夜訪問　　　　　19:30-21:30

ボランティア研修　　09:00-17:00
中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
ボランティア研修　　09:00-17:00

清掃活動 　　　　　 09:00-
中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
大阪西成区炊き出し　13:30-18:30
街友夜訪　　　　　　19:30-21:30

ボランティア研修　　09:00-17:00
中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00
ボランティア研修　　09:00-17:00

高崎市明石老人ホーム
奉仕活動と研修

10:30-15:00

9 10 12 13 151411

(読)仏典系列 

　　     13:30-15:30

(読)仏典系列 

　　     13:30-15:30

431 2

写経   13:30-15:30

気功教室+書道
筆絵教室+靜思語分享

13:30-17:00
   (場所:小田公民館)

(読経)《37助道品》　

         10:00-12:00

気功教室+靜思語分享

13:30-17:00

   (場所:小田公民館)

(読経)《地蔵経》

         20:15-22:00

(読経)《地蔵経》

         20:15-22:00

(読経)《薬師経》

         10:30-12:30

禮拜《薬師経》

10:30-12:30

23 24 25 26 27 28 29

16 17 18 19 222120

代々木炊き出し配布 

　　       9:30 集合

写経    13:30-15:30

中国語子供クラス　　10:00-12:00 
中国語大人クラス　　13:00-15:00

30
(読経)《慈悲三昧水懺》

                    20:15-22:00

(読)仏典系列

　　     13:30-15:30

(読)《衲履足跡》

　　     10:00-13:00

《靜思妙蓮華》

13:30-16:00

讀書分享

写経    13:30-15:30

(読経)《薬師経》

         10:30-12:30

禮拜《薬師経》

10:30-12:30

(読経)《37助道品》　

         10:00-12:00

(読経)《慈悲三昧水懺》

          20:15-22:00

(読経)《慈悲三昧水懺》

          20:15-22:00

気功教室+靜思語分享

13:30-17:00

   (場所:小田公民館)

(読)仏典系列

　　     13:30-15:30

      〈
十
功
德
品
〉
入
經
藏
的
菩
薩
裡
，

有
很
多
剛
加
入
志
工
的
菩
薩
，
同
樣

承
擔
司
儀
的
洪
慧
娟
，
王
曉
紅
，
各

個
家
庭
都
有
小
朋
友
要
陪
伴
，
也
是

排
除
萬
難
，
把
握
因
緣
入
經
藏
。

藤
本
裕
子
老
師
接
近
半
年
的
陪
伴
，

最
後
的
彩
排
即
使
發
高
燒
也
挺
著
意

志
和
大
家
入
法
海
。

羅
文
伶
師
姊
勉
勵
還
沒
跟
上

腳
步
，
或
途
中
加
入
的
人
文
教
室
的

老
師
們
要
如
何
發
揮
生
命
的
足
跡
，

深
植
在
自
己
的
慧
命
裡
呢
？
如
何
再

啓
發
人
人
入
經
藏
呢
？
唯
有
身
體
力

行
，
在
生
活
中
找
﹁
法
﹂，
將
經
文

與
生
活
結
合
在
一
起
，才
能
應
證
﹁
佛

法
生
活
化
﹂。
她
在
家
中
練
習
時
突

然
察
覺
到
，
上
人
讓
我
們
能
入
經
藏

演
繹
的
最
大
﹁
利
﹂
有
三
，
一
﹁
利
﹂

經
文
入
心
轉
無
明
，
二
﹁
利
﹂
手
腦

並
用
不
失
憶
，
三
﹁
利
﹂
家
中
大
小

耳
濡
目
染
種
佛
因
。
有
經
文
、
有
上

人
、
有
分
會
、
有
會
眾
、
有
善
知
識
、

有
演
繹
人
員
，
這
﹁
六
成
就
﹂
無
時

無
刻
不
在
自
己
的
身
邊
，
期
許
自
己

不
要
讓
時
間
空
過
，
念
念
精
進
中
，

時
時
在
﹁
經
﹂
中
，
一
心
安
樂
行

無
量
眾
所
敬
。

自
己
因
為
有
兩
歲
兒
，
平
日

要
上
班
，
也
答
應
了
要
承
擔
日
語
司

儀
，
以
及
協
助
人
文
真
善
美
，
雖
然

知
道
要
排
除
萬
難
投
入
經
藏
，
但
如

何
才
能
做
到
呢
？
排
練
的
當
天
，
一

早
趁
小
孩
還
沒
起
床
，
趕
緊
抓
時
間

跟YouTube

的
妙
音
教
學
，
重
複
再

撰
文
⁄
鄭
文
秀    

攝
影
/
慈
涓

重
複
地
練
習
，
一
心
想
跟
上
進
度
，

即
使
家
人
起
床
小
孩
從
腳
底
鑽
進

去
，
也
不
起
煩
惱
繼
續
練
習
！
不
懂

的
中
文
和
先
生
討
論
；
記
不
起
來
的
，

寫
下
經
文
增
加
記
憶
。
妙
音
教
學
動

作
學
會
了
，
再
換
成
經
文
的
影
片
重

複
練
習
。
到
了
分
會
，
小
孩
交
給
先

生
，
專
心
把
握
可
以
和
大
家
一
起
排

練
的
時
間
。

這
一
次
入
經
藏
的
因
緣
得
來

不
易
，
因
為
有
了
大
家
的
那
一
份
精

進
心
和
勉
勵
的
歡
喜
心
，
才
能
湧
出

辦
法
突
破
一
切
，
感
恩
所
有
在
周
圍

陪
伴
一
起
走
過
來
的
夥
伴
們
和
家

人
。
期
待
下
一
次
的
入
經
藏
，
可
看

到
更
多
的
菩
薩
入
法
海
。

靜
思

■ 

不
懂
漢
字
的Y

u
l
i
a
n
a
(

中)

，

用
心
練
習
把
握
因
緣
入
經
藏
。
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心
靈
點
滴

心
の
風
景

心
の
風
景

六
成
就

〈
十
功
德
品
〉
入
經
藏

︿
十
功
德
品
﹀
入
經
藏
的
菩
薩
裡
，
有
很
多
剛
加
入
志
工
的
菩
薩
，

有
承
擔
種
子
老
師
、
來
自
印
尼
不
懂
漢
字
的
志
工
、
第
一
次
承

擔
司
儀
的
志
工
，
排
除
萬
難
，
把
握
因
緣
入
經
藏
。



※ 写真はイメージです
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